
（一） 漢字一日一字抄　－漢字･漢語･漢文の窓〔十月・十一月の部〕－

キ
ー
ワ
ー
ド
：�

漢
字
、
漢
語
、
漢
文
、
六
書
、
故
事
成
語
、
国
語
教
育

【
要　

旨
】
早
稲
田
大
学
教
育
総
合
研
究
所
二
〇
〇
八
〜
九
年
度
公
募
研
究
「
漢
字
・
漢

語
・
漢
文
に
関
す
る
教
育
方
法
の
検
討
」（
主
任
：
堀　

誠
）
の
活
動
成
果
の
一
部
と
し

て
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
究
部
会
活
動
に
お
い
て
、
あ
る
漢
字
一
字
を
四
〇
〇
字
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
漢
字

一
字
雑
抄
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
自
身
の
新
た
な
漢
字
・
漢

語
・
漢
文
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
自
ら
の
薬
籠
を
創
り
だ
す
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四
〇
〇
字
と
い
う
字
数
制
限
の
も
の
で
、
自
ら
の
個
性
に
し
た
が
っ
て
内
容
を
選
択
し

て
構
築
す
る
と
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
十
月
・
十
一
月
の
日
録
形
式
で
漢
字
を
選
ん
で
書

き
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

【
報　

告
】

　

漢
字
・
漢
語
・
漢
文
は
、
教
育
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
教
え
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
み
出
し
、
か
つ
、
そ
の
裏
に
は
ど
の
よ
う
な
失
敗

や
困
難
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
。
二
〇
〇
八
〜
九
年
度
早
稲
田
大
学
教
育
総
合

研
究
所
公
募
研
究
「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る
教
育
方
法
の
検
討
」（
主

任
：
堀 

誠
）
は
、
か
か
る
教
育
現
場
の
現
状
を
校
種
を
超
え
て
あ
る
が
ま
ま

に
認
識
し
、
そ
の
教
育
活
動
の
実
践
体
験
を
踏
ま
え
た
成
果
の
交
流
を
通
し

て
、
広
域
的
な
教
学
の
将
来
を
展
望
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
の
教
員
お
よ
び
大
学
院
生
・
学
部
生

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
部
会
活
動
は
都
合
十
五
回
に
お
よ
び
、
毎
次
、
部
会
主

任
を
含
む
二
〜
三
名
が
レ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
た
。
そ
の
一
つ
と
こ
ろ
に
知
恵
を

出
し
あ
う
時
間
的
・
空
間
的
な
営
み
は
、
幸
い
に
も
「
早
稲
田
教
育
叢
書
」
の

『
漢
字･

漢
語･

漢
文
の
教
育
と
指
導
』（
二
〇
一
一
年
三
月
、
学
文
社
刊
）
と

し
て
、
第
Ⅰ
部
「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
と
教
育
を
考
え
る
」、
第
Ⅱ
部
「
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
の
実
践
指
導
か
ら
」、
第
Ⅲ
部
「
中
国
・
韓

国
・
欧
州
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
の
構
成
の
も
と
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
究
部
会
活
動
で
は
、
研
究
報
告
・
発
表
の
も
う
一
方
で
、
あ
る
漢
字
一

字
を
四
〇
〇
字
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
漢
字
一
字
雜
抄
」
と
い
う
取
り
組
み
を

も
推
進
し
た
。
そ
れ
は
各
自
が
自
分
自
身
の
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る

意
識
を
高
め
、
自
家
薬
籠
を
創
出
す
る
た
め
の
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

字
数
は
少
な
く
し
ぼ
る
に
如
か
ず
。
四
〇
〇
字
と
い
う
字
数
制
約
の
も
と
で
、

個
性
に
し
た
が
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

こ
の
試
み
は
、
レ
ポ
ー
ト
す
る
本
人
が
万
事
に
最
も
勉
強
に
な
る
。
漢
字･

漢
語･
漢
文
を
め
ぐ
る
学
び
の
庭
の
創
生
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
こ
に
潜
在
す
る

「
こ
と
ば
」
の
源
泉
に
遊
び
親
し
み
、「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
」「
聞
く
」
と

い
う
言
語
行
為
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
根
源
的
な
力
を
発
見
し
て
、
そ
の
力

　
　
　
　
　
漢
字
一
日
一
字
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
漢
字･

漢
語･

漢
文
の
窓
〔
十
月
・
十
一
月
の
部
〕
―

堀
　
　
　
誠　
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（二）早稲田教育評論　第 27 巻第１号

を
育
む
実
践
的
な
方
法
の
考
案
、
そ
の
教
材
と
指
導
法
の
提
案
に
も
架
橋
し
得

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
の
も
つ
歴
史
、
漢
語
・
熟
語
・
故
事
成

語
の
成
り
立
ち
と
そ
の
意
味
世
界
、
そ
し
て
訓
読
に
よ
る
漢
語
・
漢
文
の
理

解
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
現
実
を
見
つ
め
直
し
、
漢
字
・
漢
語
・

漢
文
の
世
界
を
多
角
的
に
掘
り
お
こ
す
こ
と
、「
伝
統
と
文
化
」
に
連
な
り
「
こ

と
ば
の
力
」
の
源
泉
を
探
究
す
る
こ
と
も
包
含
さ
れ
る
。

　

本
「
漢
字
一
日
一
字
抄
」
は
、
時
候
や
習
俗
等
々
に
着
眼
し
て
選
ん
だ
漢

字
に
ま
つ
わ
る
篇
章
を
日
録
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
研
究

部
会
の
精
神
を
引
き
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
篇
々
が
、
あ
ら

た
め
て
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
の
多
様
な
世
界
に
接
近
し
、
そ
れ
ら
を
多
視
的

に
科
学
す
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
か
つ
教
育
の
現
場

と
教
員
養
成
の
場
に
還
元
し
得
る
材
料
の
含
有
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
。

○ 

十
月
一
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

エ

衣

漢
音

イ

訓　

こ
ろ
も

　
「
衣
」
は
、
え
り
も
と
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
。
後
ろ
の
え
り
を
立
て
、

前
の
え
り
を
合
わ
せ
た
さ
ま
に
か
た
ど
り
、
こ
ろ
も
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
衣
鉢
」
は
、
仏
教
で
、
僧
の
袈
裟
と
托
鉢
の
は
ち
。
師
か
ら
伝
え
ら
れ
る

も
の
、
奥
義
を
も
い
い
、「
衣
鉢
を
継
ぐ
（
伝
え
る
）」
と
用
い
る
。「
衣
」
は

広
く
衣
服
を
指
す
が
、
狭
義
で
は
、
上
衣
を
「
衣
」、
下
衣
を
「
裳
」
と
区
別

す
る
。
後
漢
の
班
固
の
『
風
俗
通
義
』
衣
裳
篇
に
は
、「
衣
は
、
陰
な
り
。
裳

は
、
鄣
（
ふ
さ
ぐ
意
）
な
り
。」
と
あ
り
、
衣
裳
は
は
だ
を
隠
す
も
の
と
の
認

識
が
み
え
る
。『
詩
経
』
斉
風
の
「
東
方
未
明
」
に
い
う
「
衣
裳
を
顚
倒
す
」
は
、

衣
と
裳
と
を
取
り
違
え
る
こ
と
で
、
非
常
に
あ
わ
て
る
、
狼
狽
す
る
こ
と
に

た
と
え
る
。

　
「
衣
」
は
、
着
る
意
も
も
つ
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
い
う
「
肥
馬
に
乗
り
、
軽

裘
を
衣き

る
」
は
、
富
貴
な
生
活
を
い
う
。「
裘
」
は
、
か
わ
ご
ろ
も
。

　

故
郷
に
錦
を
飾
る
栄
誉
を
、「
衣
錦
（
錦
を
衣
る
）
の
栄
」
と
い
う
。『
史
記
』

項
羽
本
紀
の
項
羽
の
言
に
み
え
る
「
繡
を
衣
て
夜
行
く
」
は
、
み
ご
と
な
刺

繡
の
衣
服
を
着
て
夜
歩
く
意
で
、
誰
に
も
知
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
た
と

え
た
も
の
。
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（三） 漢字一日一字抄　－漢字･漢語･漢文の窓〔十月・十一月の部〕－

○ 

十
月
二
日

常
用
漢
字

呉
音

ヒ
ョ
ウ

表

漢
音

ヒ
ョ
ウ

訓　

お
も
て
・
あ
ら
わ
ス
・
あ
ら
わ
レ
ル

　
「
表
」
は
「
衣
」
と
「
毛
」
と
か
ら
成
り
、
毛
皮
で
作
っ
た
上
衣
、
ま
た
、

毛
皮
の
上
衣
を
お
も
て
に
し
て
着
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
転
じ
て
、
お
も
て
、

あ
ら
わ
す
の
意
に
用
い
る
。

　
「
表
裏
」
は
、
お
も
て
と
う
ら
。
外
と
内
。
前
と
後
。
晋
の
潘
岳
「
夏
侯
常

侍
（
夏
侯
湛
）
の
誄る
い

」
に
見
え
る
「
人
は
其
の
表
を
見
て
、
其
の
裏
を
測
る
莫

し
」
は
、
世
の
人
が
表
面
を
見
る
だ
け
で
、
裏
面
を
推
し
量
る
こ
と
が
な
い

こ
と
を
い
う
。「
表
裏
を
為な

す
」
は
、
表
と
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
。「
表
裏

相
応
ず
」「
表
裏
相
依
る
」
は
、
表
と
裏
が
た
が
い
に
応
じ
て
援
け
あ
う
こ
と
。

　
「
表
意
文
字
」
は
、
漢
字
の
よ
う
に
、
意
味
を
あ
ら
わ
す
文
字
。「
表
音
文
字
」

は
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
や
ロ
ー
マ
字
の
よ
う
に
、
音
声
を
あ
ら
わ
す
文

字
。

　
「
先
帝　

創
業
未
だ
半
ば
な
ら
ず
し
て
中
道
に
崩
殂そ

せ
り
。
今　

天
下
三
分

し
て
益
州
は
疲
弊
す
。
此
れ
誠
に
危
急
存
亡
の
秋と
き

な
り
」
は
、
蜀
の
諸
葛
亮

が
書
い
た
「
出す
い
し師
の
表
」
の
冒
頭
の
文
。「
表
」
は
文
体
の
一
種
で
、
事
理
を

明
ら
か
に
し
て
君
主
に
告
げ
る
文
、
君
主
に
対
し
て
心
意
を
表
明
す
る
べ
く

書
い
た
文
。

○ 

十
月
三
日

常
用
漢
字

呉
・
漢
ト
ウ

登

慣　
　

ト

訓　
　

の
ぼ
ル

　
「
登
」
は
、
上
に
の
ぼ
る
、
上
に
あ
げ
る
意
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
穀
物
が

熟
す
る
、
み
の
る
意
を
も
あ
ら
わ
す
。『
孟
子
』
滕と

う

文
公
上
篇
に
い
う
「
五
穀

不
登
」
は
、「
五
穀
登み
の

ら
ず
」
と
読
み
、
五
穀
が
熟
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
明

の
小
説
『
水
滸
伝
』
引
首
に
は
、
真
宗
の
あ
と
を
継
い
だ
第
四
代
仁
宗
皇
帝

の
在
位
四
十
二
年
間
の
中
で
、
即
位
後
の
天
聖
元
年
か
ら
同
九
年
ま
で
の
九

年
間
を
一
の
登み
の
り、
明
道
元
年
か
ら
皇
祐
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
二
の
登
、
皇

祐
四
年
か
ら
嘉
祐
二
年
ま
で
の
九
年
間
を
三
の
登
、
こ
の
三
九
二
十
七
年
は

天
下
太
平
で
五
穀
は
ゆ
た
か
に
み
の
り
、
民
草
は
み
な
業
を
楽
し
み
、
三
登

の
世
と
称
賛
さ
れ
た
が
、
は
か
ら
ず
も
嘉
祐
三
年
の
春
さ
き
、
天
下
に
悪
疫

が
流
行
し
、
か
く
て
楽
し
み
の
果
て
に
悲
し
み
が
生
じ
た
と
、『
水
滸
伝
』
の

ス
ト
ー
リ
ー
に
導
い
て
い
く
。

　

い
わ
ゆ
る
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
に
は
、
茱し
ゆ
ゆ萸
を
頭
に
挿
し
て
家
族
で

小
高
い
山
に
の
ぼ
り
、
菊
酒
を
飲
む
「
登
高
」
の
習
俗
が
行
わ
れ
る
。
ま
た

正
月
七
日
あ
る
い
は
十
五
日
に
も
「
登
高
」
が
行
わ
れ
た
。

○ 

十
月
四
日

常
用
漢
字

呉
・
漢
シ

私

訓　
　

わ
た
く
し
・
わ
た
し

　
「
厶
」
は
、
自
分
の
も
の
を
取
り
囲
ん
で
い
る
さ
ま
、
鼻
を
横
か
ら
描
い
た
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（四）早稲田教育評論　第 27 巻第１号

さ
ま
、
曲
が
っ
た
枝
で
つ
く
っ
た
す
き
の
か
た
ち
、
ひ
じ
を
曲
げ
た
す
が
た
を

か
た
ど
っ
た
も
の
と
い
い
、
わ
た
し
、
自
分
、
す
な
わ
ち
第
一
人
称
の
意
味
を

あ
ら
わ
す
。
こ
れ
に
「
禾
」
を
加
え
た
「
私
」
は
、
収
穫
し
た
穀
物
か
ら
自

分
の
分
を
か
か
え
こ
む
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
所
有
す
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
公
」
に
対
す
る
「
私
」
は
、
自
分
ひ
と
り
の
権
益
な
ど
の
意
も
い
い
、
動

詞
で
「
私
わ
た
く
し

す
」
は
、
自
分
の
も
の
に
す
る
、
自
分
の
勝
手
に
す
る
の
意
。

　
「
私
語
」
は
、
低
い
声
で
ひ
そ
か
に
さ
さ
や
く
こ
と
、
ひ
そ
ひ
そ
ば
な
し
。

玄
宗
と
楊
貴
妃
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
の
白
居
易
の
「
長
恨

歌
」
に
い
う
。

　

七
月
七
日　

長
生
殿

　

夜
半　

人
無
く
私
語
せ
し
時

　

天
に
在
り
て
は　

願
わ
く
は
比
翼
の
鳥
と
作な

り

　

地
に
在
り
て
は　

願
わ
く
は
連
理
の
枝
と
為な

ら
ん

　
「
比
翼
の
鳥
」
は
、
雌
雄
二
羽
な
が
ら
、
一
方
の
翼
が
結
合
し
て
一
体
と
な
っ

て
と
ぶ
鳥
。「
連
理
の
枝
」
は
、
二
本
の
樹
の
枝
が
結
合
し
て
理
（
木
目
）
が

連
な
っ
た
枝
。
七
夕
の
夜
半
に
二
人
が
か
わ
し
た
密
語
で
あ
る
。

○ 

十
月
五
日

常
用
漢
字

漢
音

コ
ウ

公

呉
音

ク

訓　

お
お
や
け

　
「
公
」
は
、「
八
」
と
「
厶
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
。「
厶
」
は
、「
私
」
の

古
字
で
、「
八
」
は
開
く
、
あ
る
い
は
背
く
意
。『
韓
非
子
』
五
蠹と

篇
に
、『
私

に
背
く
を
公
と
謂
う
」
と
い
う
。『
説
文
解
字
』
に
は
、「
公
は
、
平
分
す
る

な
り
」
と
あ
り
、
私
に
そ
む
い
て
平
ら
か
に
分
か
つ
意
と
す
る
。
ま
た
、
腕

で
と
り
囲
ん
だ
も
の
を
開
く
こ
と
、
入
り
口
を
開
い
て
公
開
す
る
こ
と
か
ら
、

お
お
や
け
、
お
お
や
け
に
す
る
意
を
あ
ら
わ
す
と
も
説
か
れ
る
。

　
『
書
経
』
周
官
に
い
う
「
公
を
以
て
私
を
滅
せ
ば
、
民
其
れ
允ま
こ
とに
懐
く
」
は
、

天
下
の
公
利
の
た
め
に
私
欲
を
捨
て
さ
れ
ば
、
民
衆
は
真
に
な
つ
き
し
た
う

こ
と
。「
広
を
奉
じ
て
法
を
守
る
」
は
、
公
事
す
な
わ
ち
公
の
仕
事
に
力
を
つ

く
し
、
法
律
を
守
る
意
。

　
「
奉
公
」
は
、
公
事
・
国
家
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
。『
漢
書
』
朱
博

伝
に
、「
誠
を
竭つ

く
し
て
公
に
奉
ず
」
と
い
っ
た
用
例
が
み
え
る
。｢

滅
私
奉
公
」

は
、
私
心
を
捨
て
て
公
の
た
め
に
尽
力
す
る
意
。

　
「
公
是
」
は
、
私
心
が
な
く
隠
し
だ
て
の
な
い
こ
と
。「
公
明
正
大
」
は
、
心

が
潔
白
で
や
ま
し
さ
が
な
い
こ
と
。

○ 

十
月
六
日

常
用
漢
字

漢
音

チ
ョ
ク

直

呉
音

ジ
キ

訓　

た
だ
チ
ニ
・
な
お
ス
・
な
お
ル

　
「
直
」
の
原
字
は
、「
目
」
に
「
―
（
十
は
そ
の
変
形
）」
を
添
え
て
、
ま
っ

す
ぐ
に
目
を
向
け
る
、
ま
っ
す
ぐ
に
見
る
こ
と
を
示
し
、
引
い
て
、
ま
っ
す
ぐ
、

た
だ
ち
に
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
『
論
語
』
季
氏
篇
に
、「
直
き
を
友
と
し
、
諒ま
こ
と
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す

る
は
、
益
な
り
」
と
の
孔
子
の
言
を
伝
え
る
。
正
直
な
人
、
誠
意
の
あ
る
人
、

見
聞
の
多
い
人
を
友
人
に
も
つ
こ
と
を
有
益
だ
と
す
る
「
益
者
三
友
」
の
教

え
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
便べ
ん
べ
き辟
を
友
と
し
、
善
柔
を
友
と
し
、
便
佞ね
い

を

友
と
す
る
は
、
損
な
り
」
と
、
体
裁
ぶ
っ
た
人
、
優
柔
不
断
な
人
、
阿
諛ゆ

勉

佞
の
人
を
友
人
と
す
る
こ
と
を
損マ
イ
ナ
ス益
だ
と
す
る
。
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「
直
情
径
行
」
は
、
思
っ
た
ま
ま
に
感
情
を
む
き
出
し
に
し
て
、
そ
の
ま
ま

行
動
す
る
こ
と
。「
径
」
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
、
た
だ
ち
に
の
意
。

　
「
単
刀
直
入
」
は
、
ひ
と
ふ
り
の
刀
を
手
に
し
て
敵
陣
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
切

り
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
。
回
り
く
ど
い
言
動
に
よ
ら
ず
、
率
直
明
快
に
要
点
や

核
心
に
ふ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

　
「
直
」
は
、「
値
」
に
通
じ
て
、
あ
た
い

0

0

0

の
意
も
あ
ら
わ
す
。「
春
宵
一
刻　

直
千
金
」
の
句
が
有
名
。

○ 

十
月
七
日

常
用
漢
字

漢
音

キ
ョ
ク

曲

呉
音

コ
ク

訓　

ま
が
ル
・
ま
ゲ
ル

　
「
曲
」
は
象
形
文
字
で
、
木
や
竹
な
ど
で
作
っ
た
ま
げ
も
の
の
さ
ま
を
描
い

た
と
も
、
ま
が
っ
た
も
の
さ
し
の
さ
ま
を
か
た
ど
る
と
も
い
い
、
ま
が
る
、
ま

げ
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
曲
学
」
は
、
ま
が
っ
た
学
問
、
正
道
で
は
な
い
学
問
の
意
。『
戦
国
策
』
趙

策
に
、「
曲
学　

弁
多
し
」
と
い
う
。「
曲
学
阿
世
」
の
「
阿
世
」
は
、
世
間

に
阿お
も
ね
り
へ
つ
ら
う
意
。
真
理
を
ま
げ
た
邪
悪
な
学
問
に
よ
っ
て
俗
世
の
人
気

を
と
り
迎
合
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
「
曲
肱
」
は
、
ひ
じ
を
曲
げ
る
意
。『
論
語
』
述
而
篇
に
、「
肱
を
曲
げ
て
之

を
枕
と
す
、
楽
し
み
も
亦
た
其
の
中
に
在
り
」
と
あ
る
。
孔
子
の
弟
子
、
顔
回

は
、
ひ
じ
を
曲
げ
て
枕
に
す
る
よ
う
な
貧
乏
な
生
活
を
し
な
が
ら
も
、
道
を
楽

し
ん
だ
。
清
貧
に
安
ん
じ
て
道
を
楽
し
む
こ
と
を
「
曲
肱
の
楽
し
み
」
と
い
う
。

　
「
委
曲
」
は
、
細
か
い
こ
と
が
ら
。「
音
曲
」
は
、
音
楽
の
節
ま
わ
し
。「
曲
水
」

は
、
昔
、
三
月
三
日
に
流
水
に
杯
を
流
し
、
詩
を
賦
し
て
遊
ぶ
た
め
に
作
っ

た
湾
曲
し
た
流
れ
を
い
う
。

○ 

十
月
八
日

常
用
漢
字

呉
音

ゼ

是

漢
音

シ

　

　
「
是
」
は
、「
匙し

」
の
原
字
で
、
さ
じ
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
音
を
借
り
て
、

「
之
」
と
と
も
に
近
称
の
指
示
代
名
詞
、
ま
た
、
正
し
い
意
に
用
い
る
。

　
「
是
非
」
は
、
正
し
い
こ
と
と
間
違
っ
た
こ
と
。
正
と
不
正
。『
史
記
』
太

史
公
自
序
に
、「
是
非
を
明
ら
む
」
と
の
用
例
が
あ
る
。
転
じ
て
、
日
本
で
は
、

ど
う
し
て
も
、
必
ず
、
き
っ
と
の
意
で
、
副
詞
に
用
い
る
。「
是
非
の
心
」
は
、

正
し
い
こ
と
と
間
違
っ
た
こ
と
を
見
分
け
る
心
。『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
に
、「
是

非
の
心
は
、
智
の
端
な
り
」
と
説
く
。

　
「
是
是
非
非
」
の
「
是
是
」
は
、
動
詞
＋
目
的
語
の
構
文
で
、
返
り
点
を
打
っ

て
「
是ぜ

を
是ぜ

と
す
」
と
読
み
、
よ
い
こ
と
を
よ
い
と
す
る
意
。『
荀
子
』
修
身

篇
に
、「
是
を
是
と
し
非
を
非
と
す
る
は
、
之
を
知
と
謂
う
。
是
を
非
と
し
非

を
是
と
す
る
は
、
之
を
愚
と
謂
う
』
と
あ
る
の
が
「
是
是
非
非
」
の
出
典
。

　
「
是
非
曲
直
」
は
、「
曲
直
」
も
曲
が
っ
た
こ
と
と
真
っ
直
ぐ
正
し
い
こ
と

の
意
で
、
物
事
の
よ
し
あ
し
や
正
邪
を
意
味
す
る
。

　
「
是
正
」
は
、
間
違
い
を
正
す
意
。
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○ 

十
月
九
日

常
用
漢
字

旧
字
体

慣
用
音
ジ
ツ

実

實

呉
音　

ジ
チ

漢
音　

シ
ツ

訓　
　

み
・
み
の
ル

　

旧
字
の
「
實
」
は
、「
ウ
」
と
「
周
（

）」
と
「
貝
」
と
か
ら
成
り
、
家
の

中
に
財
宝
が
満
ち
る
こ
と
か
ら
、
み
ち
る
意
、
転
じ
て
、
み
の
る
、
み0

の
意

を
あ
ら
わ
す
。
常
用
漢
字
の
「
実
」
は
、
省
略
形
。

　
「
華
（
花
）
実
」
は
、
花は
な

と
実み

。
外
形
と
実
質
、
形
式
と
内
容
。「
華
実
相
称か
な

う
」

は
、
そ
の
両
者
が
と
も
な
う
意
。『
論
語
』
子
罕
篇
に
い
う
「
苗
に
し
て
秀
で

ざ
る
者
有
り
、
秀
で
て
実
ら
ざ
る
者
有
り
」
は
、
苗
の
ま
ま
で
穂
を
出
さ
な

い
人
、
穂
を
つ
け
な
が
ら
実
ら
な
い
人
に
対
し
て
、
努
力
が
肝
要
で
あ
る
こ

と
を
説
い
て
い
る
。

　
「
充
実
」
は
、
充み

ち
実み

ち
る
意
。「
誠
実
」
は
、
い
つ
わ
り
が
な
く
ま
ご
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
。「
有
名
無
実
」
は
、
名
ば
か
り
で
実
質
が
な
い
こ
と
。「
虚
実
」

は
、
反
意
語
を
重
ね
た
熟
語
で
、
う
そ
と
ま
こ
と
、
な
い
こ
と
と
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
事
の
真
相
を
い
う
。
明
に
成
立
す
る
『
三
国
志
演
義
』
の
物
語
は
、「
実

七
虚
三
」（
事
実
七
割
虚
構
三
割
）
と
評
さ
れ
る
。

　

清
朝
考
証
学
で
重
ん
ぜ
ら
れ
た
「
実
事
求
是
」
は
、
事
実
に
も
と
づ
い
て

是ぜ

（
事
実
の
真
相
や
真
理
）
を
求
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

○ 

十
月
十
日

常
用
漢
字

旧
字
体

俗
字

呉
音

タ
イ

体

體

躰
漢
音

テ
イ

訓　

か
ら
だ

　

旧
字
の
「
體
」
は
、「
骨
」
と
「
豊
」（
つ
ら
な
る
、
な
ら
べ
る
意
）
と
か
ら

成
り
、
か
ら
だ
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
体
」
は
、「
人
」
と
音
符
「
本
」
か
ら
成
り
、

太
い
、
粗
末
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
古
く
か
ら
「
體
」
の
俗
字
と
し
て
用
い
ら

れ
た
。

　
「
体
を
霑う
る
おし
足
に
塗ど
ろ
ぬる
」
は
、
か
ら
だ
に
汗
を
か
い
て
、
足
を
泥
ま
み
れ
に

し
て
働
く
こ
と
。
農
夫
の
耕
作
の
労
苦
を
い
う
語
。『
管
子
』
小
匡
に
、「
日

暮
を
以
て
田
墅シ
ョ

に
従
事
し
、（
略
）
体
を
沾
し
足
に
塗
り
、
其
の
髪
膚
を
暴
に

す
」
と
出
て
い
る
。

  「
体
を
得う

」
は
、
秩
序
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
に
、「
官

は
其
の
体
を
得
て
、
政
事
は
其
の
施
を
得
」
と
あ
る
。

　
「
三
育
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
体
育
」
は
、
身
体
の
健
全
な
成
長
を
促

し
、
健
康
な
生
活
を
営
み
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
学
校

教
育
の
教
科
名
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
心
・
技
・
体
」
は
、
嘉
納
治
五
郎

序
・
古
木
源
之
助
著
『
柔
術
独
習
書
』（
明
治
四
十
四
年
十
二
月
、
制
剛
堂
）

第
一
篇
第
二
章
「
柔
術
ノ
目
的
」
に
記
す
「
一
、
身
体
の
発
育
」（
体
）、「
二
、

勝
負
術
の
鍛
練
（
即
ち
護
身
の
用
）」（
技
）、「
三
、
精
神
の
修
養
」（
心
）
の

修
業
法
に
源
流
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。

○ 

十
月
十
一
日

常
用
漢
字

呉
音

シ
ュ
・
ス

手

漢
音

シ
ュ
ウ
・
シ
ウ

訓　

て
・
た

　
「
手
」
は
、
腕
・
上
肢
、
手
の
指
、
て
の
ひ
ら
、
手
首
、
手
立
て
な
ど
を
意

味
す
る
。「
手
中
」
は
、
手
の
中
、
手
の
内
。
唐
の
孟
郊
は
「
遊
子
吟
」
に
、
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慈
母　

手
中
の
線い
と

　

遊
子　

身
上
の
衣こ
ろ
も

と
、
慈
し
み
あ
ふ
れ
る
母
の
手
に
あ
る
糸
は
、
旅
立
つ
子
が
身
に
つ
け
る
衣

を
縫
う
も
の
で
あ
る
と
母
の
慈
愛
を
対
句
で
詠
じ
て
い
る
。

　
「
手　

巻
を
釈す

て
ず
」
は
、
書
巻
を
手
か
ら
離
さ
な
い
こ
と
で
、
学
問
に
努

め
て
倦
ま
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。『
三
国
志
』
魏
書
・
文
帝
紀
の
「
評
」
注

に
引
く
文
帝
（
曹
丕
）「
典
論
」
の
自
叙
に
、「
上
（
曹
操
）
雅も
と

よ
り
詩
書
文

籍
を
好
み
、
軍
旅
に
在
り
と
雖
も
、
手　

巻
を
釈
て
ず
」
と
、
曹
操
の
好
学

ぶ
り
が
記
さ
れ
る
。

　
「
手
を
以
て
額ひ
た
い
に
加
う
」「
手
を
挙
げ
て
額
に
加
う
」
は
、
両
手
を
組
ん
で

額
に
つ
け
る
こ
と
で
、
喜
悦
の
心
を
あ
ら
わ
す
。

○ 

十
月
十
二
日

常
用
漢
字

呉
音

ソ
ク

足

漢
音

シ
ョ
ク

訓　

あ
し
・
た
リ
ル
・
た
ル
・
た
ス

　
「
足
」
は
、
ひ
ざ
か
ら
あ
し
先
ま
で
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
あ
し
（
ひ
ざ

か
ら
下
）
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
を
借
り
て
、「
た
す
」
意
に
用
い
る
。

　
「
足
下
」
は
、
足
の
下
、
足
も
と
。『
老
子
』
第
六
十
四
章
、「
千
里
の
行
も

足
下
よ
り
始
ま
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
人
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
、
あ
な
た
、

き
み
、
貴
下
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

　
「
足
を
躡ふ

み
耳
に
附
く
」
は
、
相
手
の
足
を
ふ
ん
で
合
図
し
、
耳
を
つ
け
て

さ
さ
や
く
こ
と
。
他
人
に
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
話
す
意
。『
史
記
』
淮
陰
侯

（
韓
信
）
列
伝
に
、
斉
を
平
定
し
た
韓
信
の
使
者
が
到
着
し
、
韓
信
が
斉
の
仮

王
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
書
簡
を
み
た
漢
王
（
劉
邦
）
が
怒
り
の
の
し
る
折

か
ら
、「
張
良
・
陳
平　

漢
王
の
足
を
躡
み
、
因
っ
て
耳
に
附
け
て
語
る
」
と

記
載
さ
れ
る
の
に
基
づ
く
。

　
「
知
足
」
は
、『
老
子
』
第
三
十
三
章
に
、「
足
る
を
知
る
者
は
富
む
」
と
あ
る
。

足
り
る
こ
と
を
知
っ
て
、
身
の
ほ
ど
を
わ
き
ま
え
欲
ば
ら
な
い
こ
と
を
説
い

た
教
え
。

○ 

十
月
十
三
日

常
用
漢
字

呉
音

シ
ュ

首

漢
音

シ
ュ
ウ
（
シ
ウ
）

訓　

く
び

　
「
首
」
は
、
髪
の
は
え
た
頭
部
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
頸く

び

か
ら
上
の
あ
た

ま
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
首
尾
」
は
、
こ
う
べ
と
し
っ
ぽ
、
は
じ
め
と
お
わ
り
。
律
詩
の
は
じ
め
の

二
句
を
「
首
聯
」、
お
わ
り
の
二
句
を
「
尾
聯
」、
中
間
の
二
句
ず
つ
を
「
頷
聯
」

「
頸
聯
」
と
よ
ぶ
。
日
本
語
で
は
、「
首
尾
」
を
、
な
り
ゆ
き
、
顛
末
、
結
果
、

都
合
よ
く
ゆ
く
こ
と
な
ど
の
意
で
用
い
る
。

　
「
首
級
」
は
、
討
ち
取
っ
た
敵
の
首
く
び
。
昔
、
秦
の
法
で
は
、
敵
の
首
を

一
つ
と
れ
ば
、
爵
一
級
を
進
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
三
国
時
代
、
蜀
の
英

傑
で
あ
る
趙
飛
は
寝
首
を
掻
か
れ
て
生
涯
を
と
じ
る
が
、「
掻
首
」
は
、
手
で

頭
を
か
く
意
。『
詩
経
』
邶は

い

風
の
「
静
女
」
に
、

　

首こ
う
べを
掻
い
て
蜘ち

蟵ち
ゅ
う

す

と
詠
じ
る
。「
蜘
蟵
」
は
、
徘
徊
す
る
意
。

　
「
自
首
」
は
、
自
ら
罪
を
申
し
出
る
、
白
状
す
る
意
。「
狐
死
し
て
丘
に
首む
か

う
」

は
、
狐
が
死
ぬ
と
き
、
首
を
も
と
住
ん
で
い
た
丘
の
方
に
向
け
る
意
。
も
と

を
忘
れ
な
い
こ
と
、
故
郷
を
思
う
こ
と
に
た
と
え
る
。
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○ 

十
月
十
四
日

常
用
漢
字

呉
音

ヘ
・
ハ
イ

背

漢
音

ハ
イ

訓　

せ
・
せ
い
・
そ
む
ク
・
そ
む
ケ
ル

　
「
背
」
は
、
人
が
背
を
向
け
あ
っ
て
い
る
さ
ま
を
示
す
「
北
」
と
「
肉
」
と

か
ら
成
り
、
せ
な
か
、
せ
な
か
を
向
け
る
意
。

　
「
腹
背
」
は
、
お
な
か
と
せ
な
か
。「
背
面
」
は
、
う
し
ろ
側
。
ま
た
、「
面

を
背
く
」
で
、
顔
を
そ
む
け
る
こ
と
。「
背
信
」
も
「
信
に
背
く
」
で
、
信
義

に
そ
む
く
、
裏
切
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
背
誦
」
は
、
本
を
見
な
い
で
よ
む
、
暗
唱
す
る
こ
と
。『
三
国
志
』
魏
書
・

王
粲さ
ん

伝
に
、
人
と
道
端
の
碑
を
読
ん
だ
王
粲
が
暗
唱
で
き
る
か
と
問
わ
れ
る

や
、
碑
に
背
を
向
け
て
誦そ
ら
ん
じ
、
一
字
も
誤
ら
な
か
っ
た
の
に
因
む
。
現
代
中

国
語
で
も
「
背ペ
イ

」
は
そ
ら
ん
じ
る
意
。

　
「
背
水
の
陣
」
は
、
水
（
川
や
海
な
ど
）
を
背
に
し
て
し
い
た
陣
立
て
。『
史

記
』
淮
陰
侯
（
韓
信
）
伝
に
、
漢
王
の
二
年
、
趙
を
攻
め
る
韓
信
は
、
兵
一
万

を
先
発
さ
せ
て
背
水
の
陣
を
し
か
せ
、
こ
れ
を
望
見
し
た
趙
軍
は
そ
の
愚
を

大
い
に
笑
っ
た
と
記
す
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
烏
合
の
衆
の
ご
と
き
市
人
を

死
地
に
身
を
置
い
て
戦
い
に
駆
り
立
て
る
術
策
と
韓
信
は
打
ち
明
け
、
み
ご

と
に
戦
勝
す
る
。

○ 

十
月
十
五
日

常
用
漢
字

呉
音
・
漢
音

フ
ク

腹

訓　
　

は
ら

　
「

」
は
、
お
お
う
（
覆
う
）
意
。
あ
る
い
は
往
復
の
「
復
」
の
原
字
で
、

重
複
し
て
ふ
く
れ
る
意
を
示
す
。「
腹
」
は
、「
肉
」
と
こ
の
「

」
と
か
ら
成

り
、
内
蔵
を
お
お
い
つ
つ
む
は
ら
、
腸
が
い
く
え
に
も
重
な
っ
て
ふ
く
れ
た

と
こ
ろ
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
腹
中
」
は
、
は
ら
の
中
、
心
の
中
。「
江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
る
」
は
、
戦
国

時
代
、
楚
の
屈
原
の
作
と
い
う
「
漁ぎ
よ
ほ父
の
辞
」
に
み
え
る
語
。
讒
言
に
よ
り

放
逐
さ
れ
た
屈
原
は
、
た
と
え
潔
白
の
ま
ま
死
す
と
も
、
世
俗
に
迎
合
で
き

ぬ
こ
と
を
説
く
。「
腹
中
に
鱗
甲
有
り
」
は
、
腹
の
中
に
と
げ
が
あ
る
意
。
鱗

は
、
う
ろ
こ
。
甲
は
、
こ
う
ら
。
触
れ
る
と
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
か
ら
、
人
と
争

う
性
癖
に
た
と
え
る
。「
腹
中
の
書
を
曬さ
ら

す
」
は
、
七
月
七
日
の
日
中
、
晋
の

郝か
く

隆
が
仰
臥
し
て
、
腹
の
中
に
読
み
た
く
わ
え
た
書
物
を
虫
干
し
し
た
故
事
。

『
太
平
御
覧
』
人
事
・
腹
に
引
く
『
世
説
新
語
』
所
見
。
た
だ
し
、『
世
説
新
語
』

排
調
篇
は
「
我
書
を
曬
す
」
の
語
の
み
。

　
「
腹
心
」
は
、
は
ら
と
む
ね
。
ま
た
、
腹
と
な
り
心
と
な
る
頼
り
に
な
る
人
。

「
抱
腹
絶
倒
」
は
、
腹
を
か
か
え
て
笑
い
こ
ろ
げ
る
こ
と
。「
鼓
腹
撃
壌
」
は
、

八
月
八
日
参
照
。

○ 

十
月
十
六
日

表
外
・
人
名
用
漢
字

呉
音
・
漢
音

チ
ン

砧

訓　
　

き
ぬ
た

　
「
き
ぬ
た
」
は
、
織
り
あ
げ
た
布
や
洗
っ
た
着
物
を
や
わ
ら
か
く
し
、
ま
た
、

つ
や
を
出
す
た
め
に
布
地
を
打
つ
た
め
の
石
の
台
。
そ
の
訓
は
、「
衣
（
き
ぬ
）

＋
板
（
い
た
）」
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
。「
砧
」
の
字
は
、「
石
」
と
「
占
」

と
か
ら
成
り
、
き
ぬ
た
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
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唐
の
白
居
易
の
「
夜　

砧
を
聞
く
」（
砧
を
打
つ
夜
な
べ
仕
事
の
音
を
聞
く
）

詩
に
い
う
。

　

誰た

が
家
の
思
婦
ぞ
秋　

帛き
ぬ

を
擣う

つ

　

月
苦さ

え
風
凄
じ
く
砧
杵
悲
し

「
思
婦
」
は
、
不
在
の
夫
を
思
う
妻
。「
帛
」
は
、
絹
布
。「
擣
」
は
、
布
や
衣

を
擣う

ち
た
た
く
意
。「
砧
杵
」
は
、
砧き
ぬ
た
と
杵き
ね

（
槌
や
棒
）。
秋
の
月
が
寒
々
と

冴
え
わ
た
り
風
が
吹
き
わ
た
る
中
、
き
ぬ
た
を
打
つ
音
が
悲
し
げ
に
響
い
て

い
る
さ
ま
を
詠
じ
、

　

八
月　

九
月　

正
に
長
夜

　

千
声　

万
声　

了や

む
時
無
し

　

応ま
さ

に
天
明
に
至
り
て
頭
尽こ
と
ご
とく
白
か
る
べ
し

　

一
声　

添
え
得
た
り　

一い
つ
け
い茎
の
絲

と
結
ぶ
。
一
筋
の
白
髪
を
増
し
添
え
る
砧
の
一
声
は
、
遠
征
す
る
夫
の
安
否

を
思
い
つ
つ
生
き
る
労
苦
を
象
徴
す
る
音
声
と
い
え
る
。

○ 

十
月
十
七
日

常
用
漢
字

旧
字
体

唐
音

マ

麻

麻

漢
音

バ

呉
音

メ

訓　

あ
さ

　

衣
料
の
原
料
と
な
る
あ
さ
の
繊
維
は
、
茎
を
水
に
浸
し
て
ふ
や
か
し
、
こ
れ

を
こ
す
っ
て
繊
維
を
は
ぎ
と
り
、
さ
ら
に
こ
す
っ
て
繊
維
を
や
わ
ら
か
に
し

た
。「
朮
」
は
、
あ
さ
の
茎
か
ら
繊
維
を
は
ぎ
と
る
さ
ま
を
示
し
、
こ
れ
を
二

つ
並
べ
た
「

」
が
、
あ
さ
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。
こ
の
「

」
に
「
广
」
を

増
し
加
え
た
の
が
「
麻
」
で
あ
る
。

　

麻
は
ま
っ
す
ぐ
の
び
る
草
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
蓬
は
曲
が
り
が
ち
な
性

質
で
あ
る
。『
荀
子
』
勧
学
篇
に
い
う
「
蓬　

麻
中
に
生
ず
れ
ば
、
扶た

す

け
ず
し

て
自
ら
直
し
」
は
、
蓬
も
麻
の
中
に
生
え
れ
ば
、
そ
え
木
を
し
な
く
て
も
ま
っ

す
ぐ
に
育
つ
意
。
よ
い
環
境
に
あ
え
ば
、
曲
が
り
が
ち
な
も
の
も
補
正
さ
れ

て
正
し
く
な
る
こ
と
を
、「
麻
中
の
蓬
」
と
た
と
え
て
い
う
。

　
「
麻
姑
」
は
、
美
貌
で
手
の
爪
が
長
く
、
鳥
に
似
て
い
た
と
い
う
仙
女
の
名
。

後
漢
の
蔡
経
が
麻
姑
の
爪
を
み
て
、
も
し
背
中
が
痒
い
と
き
、
麻
姑
に
か
い
て

も
ら
っ
た
ら
さ
ぞ
気
持
ち
が
よ
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
と
い
う
『
神
仙
伝
』
の

故
事
か
ら
、
麻
姑
が
痒
い
と
こ
ろ
を
掻
く
こ
と
を
意
味
す
る
「
麻
姑
掻
痒
」
は
、

物
事
が
思
う
よ
う
に
な
る
こ
と
の
た
と
え
と
し
て
も
用
い
る
。

○ 

十
月
十
八
日

常
用
漢
字

呉
音

フ

布

漢
音

ホ

訓　

ぬ
の

　
「
布
」
は
、「
巾
」
と
音
符
「
父
」
と
か
ら
成
り
、
平
ら
に
の
ば
し
て
広
げ

た
ぬ
の
、
砧
で
打
っ
て
や
わ
ら
か
く
し
た
麻
ぬ
の
の
こ
と
か
ら
、
広
く
「
ぬ
の
」

の
意
を
あ
ら
わ
す
。
本
来
は
、
麻
や
葛
で
で
織
っ
た
も
の
を
指
し
、
の
ち
に

は
綿
布
を
も
含
む
織
物
の
総
称
。
ま
た
、
絹
布
は
、「
帛
」
と
よ
ば
れ
る
。

　
「
布
衣
」
は
、
布
製
の
着
物
。
古
い
時
代
に
は
、
庶
人
は
耄
老
に
い
た
ら
な

け
れ
ば
帛
を
着
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
庶
人
の
着
物
。
転
じ
て
、
官
位

の
無
い
人
、
平
民
、
常
民
、
庶
人
を
い
う
。

　
「
布
衣
の
友
」「
布
衣
の
交
わ
り
」
は
、
庶
民
同
士
・
身
分
の
低
い
者
同
士
の

つ
き
あ
い
。
互
い
に
身
分
や
地
位
、
欲
得
を
離
れ
て
結
ば
れ
る
交
友
を
い
う
。

「
布
衣
の
極
」
は
、
庶
民
と
し
て
の
最
高
の
出
世
。
漢
の
高
祖
に
信
任
さ
れ
た
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留
侯
張
良
の
述
懐
に
み
え
る
語
。

　

ま
た
「
吾　

布
衣
を
以
て
三
尺
の
剣
を
提
げ
て
天
下
を
取
る
は
、
此
れ
天

命
に
非
ざ
ら
ん
や
。
命
は
乃
ち
天
に
在
り
、
扁
鵲
と
雖
も
何
ぞ
益
せ
ん
や
」
は
、

高
祖
劉
邦
が
晩
年
、
黥
布
を
撃
つ
と
き
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
傷
を
病
み
、「
病

い
治
む
べ
し
」
と
答
え
る
良
医
を
前
に
、
慢
罵
し
て
い
っ
た
語
。

○ 

十
月
十
九
日

常
用
漢
字

漢
音

ヒ

被

呉
音

ビ

訓　

こ
う
む
ル

　
「
被
」
は
、「
衣
」
と
「
皮
」
と
か
ら
成
り
、
衣
を
ひ
き
よ
せ
て
か
ぶ
る
、
あ

る
い
は
、
寝
る
と
き
に
お
お
う
衣
を
意
味
す
る
。
名
詞
と
し
て
、
夜
着
、
ふ

と
ん
。
寝
衣
、
着
物
。
動
詞
と
し
て
、
き
る
、
か
ぶ
る
、
お
お
う
、
こ
う
む
る
。

ま
た
、
受
け
身
の
意
を
あ
ら
わ
す
助
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
被
衾
」「
被
蓋
」

は
、
夜
着
や
か
け
ぶ
と
ん
。「
被
害
」
は
、「
害
を
被
る
」、
す
な
わ
ち
害
を
受

け
る
、
ま
た
、
受
け
た
損
害
。「
被
酒
」
は
、「
酒
を
被
る
」、
た
く
さ
ん
の
酒

を
飲
む
、
酔
っ
払
う
意
。『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
、「
高
祖
（
劉
邦
）
酒
を
被

り
、
夜　

沢
中
を
径い

」
っ
た
と
き
、
前
方
に
大
蛇
が
い
る
と
の
報
告
を
う
け
て
、

高
祖
は
前
行
し
て
蛇
を
斬
っ
た
と
伝
え
る
。

　
「
被
髪
文
身
」
は
、
髪
の
毛
を
ふ
り
み
だ
し
、
身
体
に
入
れ
墨
を
す
る
こ
と
。

「
被
髪
左
衽
」
は
、
髪
を
ふ
り
み
だ
し
、
着
物
を
左
前
に
着
る
。
い
ず
れ
も
野

蛮
な
風
俗
を
意
味
す
る
。「
被
髪
纓え
い

冠
」
は
、
髪
の
毛
を
ふ
り
み
だ
し
た
ま
ま
、

冠
の
ひ
も
を
む
す
ぶ
。
非
常
に
急
ぐ
さ
ま
を
い
う
。「
纓
」
は
、
冠
の
ひ
も
。

○ 

十
月
二
十
日

常
用
漢
字

旧
体
字

漢
音

ハ
ツ

髪

髮

呉
音

ホ
チ

訓　

か
み

　
「
髪
」
は
、「
髟
」
と
「

」
と
か
ら
成
り
、
頭
上
に
生
え
で
る
か
み
の
毛
の

意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
間　

髪
を
容
れ
ず
」
は
、
一
本
の
髪
の
毛
を
入
れ
る
す
き
間
も
な
い
こ
と
。

事
態
が
差
し
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
す
ぐ
さ
ま
行
う
こ
と
の
た
と
え
。
漢
の

枚
乗
の
「
書
を
上
た
て
ま
つり
て
呉
王
を
諫
む
」（『
文
選
』
三
十
六
巻
）
に
、「
墜
ち
て

深
淵
に
入
れ
ば
、
以
て
復
た
出
で
難
し
。
其
の
出
づ
る
と
出
で
ざ
る
と
、
間

　

髪
を
容
れ
ず
」
と
あ
る
。「
間
髪
」
と
読
む
の
は
、
二
字
を
連
続
し
て
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
訛
音
。

　
「
身
体
髪
膚
は
、
之
を
父
母
に
受
く
。
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め

な
り
」
と
は
、『
孝
経
』
開
宗
明
義
の
所
説
。「
髪
膚
」
は
、
髪
の
毛
と
は
だ
。「
毀

傷
」
は
、
き
ず
つ
け
る
意
。「
孝
」
は
、
孝
行
、
孝
養
を
い
う
。

　
『
荘
子
』
庚
桑
楚
に
い
う
「
髪
を
簡え
ら
？び
て
櫛
く
し
け
づり
、
米
を
数
え
て
炊
く
」
は
、

髪
の
毛
を
一
本
ず
つ
え
ら
ん
で
く
し
け
ず
り
、
米
の
粒
を
一
つ
ず
つ
か
ぞ
え

て
炊
い
て
や
る
意
。
小
さ
な
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。「
髪
短
く
心
長
し
」
は
、

年
を
と
っ
て
髪
の
毛
は
短
く
な
っ
て
も
、
知
力
は
す
ぐ
れ
て
深
い
こ
と
。
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○ 

十
月
二
十
一
日

常
用
漢
字

旧
字
体

訓　
　

ひ

灯

燈

﹇
灯
﹈
呉　
　

チ
ョ
ウ
（
チ
ャ
ウ
）

漢　
　

テ
イ

唐　
　

チ
ン

﹇
燈
﹈
呉
・
漢
ト
ウ

唐　
　

ト
ン

　
「
燈
」
は
、「
火
」
と
音
符
「
登
」
と
か
ら
成
り
、
高
く
か
か
げ
る
と
も
し
び
、

あ
る
い
は
ま
た
、
油
つ
ぼ
を
用
い
た
火
と
も
し
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
灯
」
は
、

「
火
」
と
音
符
「
丁
」
と
か
ら
成
り
、
燃
え
さ
か
る
火
、
あ
る
い
は
ま
た
、
あ

る
所
に
と
め
て
お
く
あ
か
り
の
意
で
、「
燈
」
の
字
に
代
用
さ
れ
る
。

　

唐
の
韓
愈
の
「
符
（
息
子
の
名
）
書
を
城
南
に
読
む
」
は
、「
灯
火
親
し
む

べ
し
」
の
出
典
と
な
る
詩
。

　

時
秋
に
し
て
積
雨
齊は

れ

　

新
涼　

郊
墟
に
入
る

　

灯
火
稍
く
親
し
む
べ
く

　

簡
編　

巻
き
舒の

ぶ
る
べ
し

　

長
雨
も
や
ん
で
涼
風
の
さ
わ
や
か
な
秋
は
、
夜
も
長
く
な
る
の
で
、
灯
火

に
親
し
み
、
読
書
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
こ
と
を
う
た
う
。

　

灯
心
の
先
端
に
で
き
る
焼
え
か
す
が
花
の
形
に
固
ま
っ
た
も
の
を
「
灯
花
」

と
よ
ぶ
。
ま
た
、
灯
火
が
も
え
は
じ
け
る
現
象
を
も
い
う
。「
灯
花
」
は
、
喜

慶
の
事
が
お
こ
る
前
兆
で
、『
西
京
雑
記
』
に
は
、「
灯
火
華は
な
さけ
ば
銭
財
を
得
」

る
と
い
う
俗
信
が
記
さ
れ
る
。

○ 

十
月
二
十
二
日

常
用
漢
字

呉
音

ズ
（
ヅ
）

豆

漢
音

ト
ウ

訓　

ま
め

　
「
豆
」
は
、
ふ
た
の
つ
い
た
長
い
足
の
あ
る
器
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
た

か
つ
き
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
借
り
て
、
ま
め
の
意
に
用
い
る
。

　

た
か
つ
き
は
、
木
製
や
素
焼
き
の
器
で
、
食
物
や
供
え
物
を
盛
っ
た
。
ひ

ら
台
を
「
俎そ

」
と
い
い
、「
俎そ
と
う豆
」
で
、
祭
祀
に
供
え
物
を
盛
る
器
を
あ
ら
わ

す
。『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
、
衛
の
霊
公
か
ら
戦
陣
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
た
孔

子
が
、「
俎
豆
の
事
は
、
則
ち
嘗
て
之
を
聞
け
り
。
軍
旅
の
事
は
未
だ
之
を
学

ば
ざ
る
な
り
」
と
答
え
て
、
翌
日
に
は
立
ち
去
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。「
俎
豆

の
事
」
は
、
儀
礼
の
意
。

　

ま
め
は
、
穀
物
の
一
種
で
、
大
豆
（
黄
豆
）・
小
豆
（
紅
豆
）・
緑
豆
な
ど

が
あ
る
。「
豆
腐
」
は
、
水
に
浸
し
た
大
豆
を
ひ
き
、
そ
れ
を
煮
て
製
し
た
食

品
と
し
て
親
し
ま
れ
る
。『
世
説
新
語
』
汰た

し侈
篇
に
は
、
乾
燥
し
た
豆
は
至
っ

て
煮
え
が
た
い
の
に
、
晋
の
石
崇
は
客
人
に
「
豆
粥
」
を
咄
嗟
に
振
る
舞
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
実
は
、
事
前
に
豆
を
よ
く
煮
て
熟
末
に
し
て
お
き
、

来
客
に
あ
わ
せ
て
白
粥
に
混
ぜ
て
作
っ
た
と
の
、
秘
伝
の
即
席
調
理
法
が
記

さ
れ
て
い
る
。
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○ 

十
月
二
十
三
日

常
用
漢
字

旧
字
体

呉
音

ド
ウ
（
ダ
ウ
）

道

道

漢
音

ト
ウ
（
タ
ウ
）

訓　

み
ち

　
「
道
」
は
、「
辵

し
ん
に
ゆ
う」
と
「
首
」
と
か
ら
成
り
、
み
ち
、
み
ち
を
行
く
、
み
ち

び
く
意
を
あ
ら
わ
す
。「
辵
」
は
「

」（
行み
ち

）
の
半
分
と
「
止
」
で
、
足
で

道
を
行
く
こ
と
、
す
す
む
意
。

　
『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
道
聴
塗
説
」
の
「
道
聴
」
は
、
道
で
聞
き
か
じ
る
、

道
端
で
聞
く
こ
と
。『
韓
非
子
』
外
儲
篇
に
み
え
る
「
道　

遺お

ち
た
る
を
拾
わ

ず
」
は
、
道
に
お
ち
て
い
る
も
の
を
拾
い
と
る
人
民
が
い
な
い
意
で
、
政
治
が

行
き
と
ど
い
て
民
衆
が
潔
白
で
正
直
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
法
律
が
厳
し
く
、

そ
れ
を
犯
す
者
が
な
い
た
と
え
に
用
い
ら
れ
る
。

　
『
論
語
』
公こ
う
や
ち
よ
う

冶
長
篇
に
い
う
「
道
行
わ
れ
ず
」
の
「
道
」
や
、『
孟
子
』
離

婁
上
篇
に
み
え
る
「
道
は
邇ち
か

き
に
在
り
、
而
る
に
諸こ
れ

を
遠
き
に
求
む
」
の
「
道
」

は
、
人
が
ふ
み
行
う
べ
き
み
ち
、
真
理
の
意
。

　
「
大
道
」
は
、
大
き
な
道
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
に
い
う
「
天
下
の
大
道

を
行
う
」
は
、
人
の
行
う
べ
き
大
事
な
道
を
お
こ
な
う
意
。『
老
子
』
第
十
八

章
に
み
え
る
「
大
道
廃す
た

れ
て
仁
義
有
り
」
の
「
大
道
」
は
、
天
地
の
真
理
と

し
て
の
道
、
自
然
の
道
を
い
う
。「
仁
義
」
は
、
道
徳
的
な
価
値
判
断
。

○ 

十
月
二
十
四
日

常
用
漢
字

呉
音　

ズ
（
ヅ
）・
ド

塗

漢
音　

ト

訓　
　

ぬ
ル

　
「
塗
」
は
、「
涂
」
と
「
土
」
と
か
ら
成
り
、
ど
ろ
、
ど
ろ
を
ぬ
る
意
を
あ

ら
わ
す
。
転
じ
て
、
み
ち
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。「
涂
」
は
、
ど
ろ
水
、
ど
ろ

ど
ろ
の
液
体
を
伸
ば
し
て
ぬ
る
こ
と
。

　
『
荘
子
』
秋
水
篇
に
載
る
、
楚
の
廟
堂
に
ま
つ
ら
れ
る
死
し
て
三
千
歳
の
神

亀
を
め
ぐ
る
言
説
に
、「
尾
を
塗
中
に
曳ひ

く
」
の
語
が
み
え
る
。「
塗
中
」
は
、

ど
ろ
の
中
。「
塗
炭
」
は
、
ど
ろ
と
す
み
。『
孟
子
』
公こ
う
そ
ん
ち
ゆ
う

孫
丑
上
篇
に
い
う
「
朝

衣
朝
冠
を
以
て
塗
炭
に
坐
す
る
が
如
し
」
は
、
塗
炭
を
汚
い
も
の
の
た
と
え

と
す
る
。『
書
経
』
仲
虺
之
誥
に
み
え
る
「
民　

塗
炭
に
墜
つ
」
は
、
民
衆
が

ど
ろ
に
ま
み
れ
炭
火
に
焼
か
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
塗
炭
の
苦
し
み
」
に
お
ち

い
る
意
。

　
「
塗
地
」
は
、「
地
に
塗ま
み

る
」
と
読
ん
で
、
地
に
ま
み
れ
よ
ご
れ
る
意
。
ま
た
、

「
地
を
塗ぬ

る
」
と
読
ん
で
、
地
を
汚
す
意
と
も
い
う
。『
史
記
』
高
祖
本
紀
に

い
う
「
一
敗　

地
に
塗ま
み

る
」
は
、
ひ
ど
く
敗
れ
て
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ

る
こ
と
、
大
敗
す
る
こ
と
を
い
う
。「
道
聴
塗
説
」
は
、
道
に
聴
い
て
塗み
ち

に
説

く
意
。

○ 

十
月
二
十
五
日

常
用
漢
字

古　

字

異
体
字

呉
音　

ホ
ウ
（
ホ
フ
）

法

灋

漢
音　

ホ
ウ
（
ハ
ウ
）

慣
用
音
ハ
ッ
・
ホ
ッ

　

標
準
や
手
本
と
し
て
守
る
べ
き
物
事
、
の
っ
と
る
べ
き
事
柄
を
、「
の
り
」

と
い
う
。
お
き
て
・
き
ま
り
・
さ
だ
め
、
法
律
・
刑
罰
、
決
ま
り
き
っ
た
や
り

方
・
様
式
、
模
範
・
手
本
、
礼
儀
、
人
の
ま
も
る
べ
き
真
理
を
い
っ
た
意
味

が
含
ま
れ
る
。「
法
」
は
、
生
活
に
は
め
ら
れ
た
わ
く
、
公
平
な
「
の
り
」
の

意
を
あ
ら
わ
す
。

233



（一三） 漢字一日一字抄　－漢字･漢語･漢文の窓〔十月・十一月の部〕－

　
「
法
家
」
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
お
こ
っ
た
諸
子
百
家
の
一
つ
で
、
人
情
や

道
徳
を
排
し
て
、
法
律
・
刑
罰
を
重
ん
じ
て
世
の
中
を
治
め
る
こ
と
を
主
張

し
た
。
管
子
・
商
鞅
・
申
不
害
・
慎
子
・
韓
非
子
な
ど
の
学
者
が
い
た
。

　
『
管
子
』
法
法
篇
に
い
う
「
法
は
民
の
父
母
な
り
」
は
、
法
律
が
人
民
を
保

護
し
生
活
を
守
る
意
義
を
父
母
に
た
と
え
て
い
る
。「
法
は
治
の
具
な
り
」
と

は
、『
淮
南
子
』
泰
族
訓
の
言
説
で
あ
る
。
法
律
は
天
下
を
治
め
る
用
具
で
は

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
治
ま
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。
漢

の
高
祖
が
秦
を
滅
ぼ
し
て
そ
の
苛
法
を
廃
し
、
父
老
に
約
し
た
「
法
三
章
」
は
、

殺
人
は
死
罪
、
傷
害
と
盗
み
は
罪
に
抵あ
た

る
と
い
う
明
解
な
も
の
で
あ
っ
た
。

○ 

十
月
二
十
六
日

常
用
漢
字

理

呉
音
・
漢
音

リ

　
「
理
」
は
、「
玉
」
と
「
里
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
で
、「
里
」
は

す
じ
め
を
つ
け
た
土
地
の
意
。
玉
の
表
面
に
み
え
る
す
じ
め
、
ま
た
、
す
じ

め
を
つ
け
る
こ
と
、
お
さ
め
る
こ
と
を
い
う
。
玉
を
み
が
く
意
も
あ
ら
わ
す
。

　

木
の
も
く
目
を
「
木
理
」、
皮
膚
の
き
め
を
「
肌
理
」、
物
事
の
す
じ
み
ち

を
「
条
理
」
と
い
う
。「
理
非
」
は
、
道
理
に
あ
う
こ
と
と
あ
わ
な
い
こ
と
。「
理

乱
」
は
、
お
さ
ま
る
こ
と
と
み
だ
れ
る
こ
と
で
、「
治
乱
」
に
通
じ
る
。

　
「
理
屈
」
は
、「
理
窟
」
の
書
き
換
え
。「
窟
」
は
、
い
わ
や
、
ほ
ら
、
あ
な

を
あ
ら
わ
し
、
道
理
、
物
事
の
す
じ
み
ち
、
道
理
を
た
く
さ
ん
蓄
え
て
い
る

と
こ
ろ
、
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
人
の
意
。
日
本
語
で
は
、
こ
じ
つ
け
の

理
由
・
道
理
の
意
味
で
よ
く
用
い
、「
屁
理
屈
」
と
い
う
い
い
方
も
あ
る
。

　
『
易
経
』
説
卦
に
い
う
「
理
を
窮
め
て
性
を
尽
く
す
」
は
、
天
地
自
然
の
理

法
や
人
の
性
情
を
窮
め
つ
く
す
意
。
現
代
中
国
語
の
「
豈チ
イ
ヨ
ウ
ツ
ウ
リ
イ

有
此
理
！
」
は
、
理

不
尽
を
い
っ
た
語
。
道
理
に
合
わ
な
い
、
無
理
無
体
を
意
味
す
る
「
理
不
尽
」

は
、
日
本
語
で
あ
る
。

○ 

十
月
二
十
七
日

常
用
漢
字

知

呉
音
・
漢
音

チ

訓　
　

し
ル

　

一
説
に
「
矢
」
と
「
口
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
で
、
矢
の
ご
と
く
に
物

事
の
本
質
を
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
と
い
う
。

　

物
事
の
本
質
を
見
通
す
、
相
手
を
よ
く
知
る
、
感
じ
と
る
、
治
め
る
な
ど
の

「
し
る
」、
ま
た
「
し
ら
せ
る
」
意
。
ま
た
、
も
の
し
り
、
し
り
あ
い
、
し
ら
せ
、

州
や
県
の
長
官
、
ち
え
な
ど
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
知
者
」
は
、
物
事
の
本
質
を
よ
く
見
抜
く
人
。『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
知

者
は
惑
わ
ず
、
仁
者
は
憂
え
ず
、
勇
者
は
懼
れ
ず
」
と
い
う
。
知
者
は
道
理

を
わ
き
ま
え
る
か
ら
、
物
事
に
直
面
し
て
も
迷
わ
な
い
意
。

　
「
知
行
」
は
、
知
識
と
行
為
。
明
の
王
陽
明
が
説
い
た
学
説
に
「
知
行
合
一
」

が
あ
る
。

　
「
知ち
い
ん音
」
は
、
音
楽
を
理
解
す
る
人
。
昔
、
鍾し
よ
う子
期
は
伯
牙
が
弾
ず
る
琴
の

音
を
聴
い
て
、
伯
牙
の
心
境
ま
で
理
解
で
き
た
と
い
う
（『
列
子
』
湯
問
篇
）。

転
じ
て
、
自
分
の
心
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
、
親
友
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
伯

牙
は
鍾
子
期
が
死
ぬ
と
、
琴
の
弦
を
絶
っ
て
弾
か
な
か
っ
た
と
も
伝
え
る
。

　
「
知
足
」
の
故
事
は
、
十
月
十
三
日
「
足
」
参
照
。
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○ 

十
月
二
十
八
日

常
用
漢
字

本
字
・
旧
字
体

古　

字

漢
音

ケ
イ

形

呉
音

ギ
ョ
ウ
（
ギ
ャ
ウ
）

訓　

か
た
・
か
た
ち

　
「
形
」
は
、「
彡
」
と
音
符
「
井
」
と
か
ら
成
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
な

す
わ
く
ど
り
や
か
た
、
あ
る
い
は
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
る
意

を
あ
ら
わ
す
。「
彡
」
は
、
か
ざ
り
や
模
様
の
か
た
ち
、
光
彩
の
あ
り
さ
ま
を

示
す
指
事
文
字
。「
井
」
は
、
四
角
い
か
た
ち
を
示
す
象
形
文
字
。

　
「
形
骸
」
は
、「
骸
」
が
骨
格
・
骨
組
み
の
意
で
、
か
ら
だ
、
肉
体
、
外
形

を
あ
ら
わ
す
。「
形
骸
の
内
」
が
肉
体
の
内
に
あ
る
心
。
精
神
を
い
う
の
に
対

し
て
、「
形
骸
の
外
」
は
、
肉
体
を
超
越
し
た
大
自
然
の
世
界
を
い
う
。『
晋
書
』

嵆
康
伝
に
見
え
る
「
形
骸
を
土
木
に
す
」
と
は
、
外
貌
を
土
や
木
の
よ
う
に

し
て
飾
り
た
て
な
い
こ
と
。
な
り
ふ
り
を
か
ま
わ
な
い
意
。

　
「
形
容
」
は
、
顔
か
た
ち
、
容
貌
。
あ
り
さ
ま
、
状
態
。
ま
た
、
様
態
を
言

い
あ
ら
わ
す
こ
と
。
戦
国
時
代
、
楚
の
屈
原
の
作
と
い
う
「
漁
父
の
辞
」
に
、

「
顔
色
憔
悴
し
、
形
容
枯
槁
せ
り
」
と
あ
る
。「
枯
槁
」
は
、
痩
せ
衰
え
る
、
や

つ
れ
る
意
。

　

晋
の
陶
潜
（
淵
明
）
は
「
帰
去
来
の
辞
」
の
中
で
、「
心
を
以
て
形
の
役
と

為
す
」
と
詠
じ
る
。
精
神
（
心
）
が
肉
体
（
形
）
に
支
配
使
役
さ
れ
る
意
。

○ 

十
月
二
十
九
日

常
用
漢
字

漢
音

エ
イ

影

呉
音

ヨ
ウ
（
ヤ
ウ
）

訓　

か
げ

　
「
景
」
と
い
う
字
は
、「
日
」
と
音
符
「
京
」
と
か
ら
成
り
、
物
を
照
ら
す
光

と
、
光
が
作
り
だ
す
か
げ
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
影
」
は
、「
彡
」
と
こ
の
「
景
」

と
か
ら
成
り
、
広
く
「
影か
げ

」
の
訓
が
行
わ
れ
る
が
、
物
が
光
に
照
ら
さ
れ
て

で
き
る
影
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
物
を
照
ら
し
て
明
暗
を
つ
け
る
光
（
月

影
）、
物
の
姿
や
形
（
人
影
）、
鏡
や
水
面
に
映
っ
た
姿
を
も
あ
ら
わ
す
。
現

代
中
国
語
で
は
、
写
真
の
映
像
の
意
味
も
あ
ら
わ
す
。

　

唐
の
李
白
は
「
峨
眉
山
月
の
歌
」（
七
言
絶
句
）
に
、

　

峨
眉
山
月　

半
輪
の
秋

　

影　

平
羌
江
水
に
入
り
て
流
る
。

　

と
詠
じ
る
。
承
句
の
「
影
」
は
、
光
。
秋
の
月
の
光
が
平
羌
江
水
に
さ
し
て
、

水
と
と
も
に
流
れ
て
い
く
光
景
が
う
た
わ
れ
る
。

　
「
形
影
」
は
、
形
と
影
。
常
に
離
れ
な
い
で
い
る
も
の
の
た
と
え
。「
形
影

　

相
弔
う
」
は
、
自
分
の
身
体
と
か
ら
だ
と
が
互
い
に
な
ぐ
さ
め
あ
っ
て
い

る
意
。
魏
の
曹
植
の
「
躬
を
責
め
て
詔
に
応
ず
る
を
上
る
表
」
に
あ
る
語
。

○ 

十
月
三
十
日

常
用
漢
字

漢
音

ト
ウ

刀

呉
音

ト
・
ト
ウ

訓　

か
た
な

　
「
刀
」
は
、
刃
の
そ
っ
た
か
た
な
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
か
た
な
の

意
を
あ
ら
わ
す
。
片
刃
の
か
た
な
や
ナ
イ
フ
の
総
称
。
ま
た
、
刀
の
形
を
し

た
古
代
の
貨
幣
（
刀
貨
・
刀
泉
）。

　
「
刀
俎
」
は
、
包
丁
と
ま
な
い
た
。
転
じ
て
、
料
理
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

危
険
な
場
所
や
境
遇
、
あ
ぶ
な
い
も
の
を
い
う
。「
如い

ま今
人
は
方ま
さ

に
刀
俎
為た

り
、

我
は
魚
肉
為
り
」
は
、『
史
記
』
項
羽
本
紀
が
記
す
「
鴻
門
の
会
」
の
一
節
で
、
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緊
迫
し
た
宴
席
か
ら
厠か
わ
や
に
起た

っ
た
沛
公
（
劉
邦
）
が
挨
拶
せ
ず
に
出
て
き
た

こ
と
を
気
に
す
る
折
か
ら
、
樊は
ん
か
い噲
が
い
ま
の
危
険
な
状
態
を
い
っ
た
こ
と
ば
。

　
「
刀
筆
」
は
、
昔
、
竹
簡
や
木
簡
に
書
き
誤
っ
た
字
を
削
る
小
刀
と
、
文
字

を
書
く
筆
。
転
じ
て
、
筆
を
指
す
。「
刀
筆
の
吏
」
は
、
記
録
を
つ
か
さ
ど
る

小
役
人
。「
快
刀
」
は
、
刃
が
よ
く
切
れ
る
か
た
な
。「
快
刀　

乱
麻
を
断
つ
」

は
、
も
つ
れ
た
麻
を
切
れ
味
の
鋭
い
刀
で
断
ち
切
る
こ
と
。
紛
糾
し
て
い
る

物
事
を
て
き
ぱ
き
と
処
理
す
る
こ
と
に
た
と
え
る
。「
刀
自
」
は
、
老
母
、
婦

人
の
尊
称
。
婦
の
古
字
で
あ
る
「
負
」
を
分
解
し
て
、
誤
用
さ
れ
た
と
い
う
。

○ 

十
月
三
十
一
日

常
用
漢
字

旧
字
体

俗　

字

呉
音　

モ
ン

万

萬

漢
音　

バ
ン

慣
用
音
マ
ン

　

旧
字
の
「
萬
」
は
、
二
つ
の
大
き
な
は
さ
み
を
も
つ
サ
ソ
リ
を
描
い
た
象

形
文
字
。
借
り
て
、
数
を
あ
ら
わ
す
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。「
万
」
は
、「
卍
」

の
変
形
か
ら
出
て
、
古
く
か
ら
「
萬
」
の
通
用
字
と
な
り
、
後
に
サ
ソ
リ
は

「
蠆
」
と
書
か
れ
た
。
よ
ろ
ず
（
千
の
十
倍
）、
あ
ま
た
、
す
べ
て
の
意
を
あ

ら
わ
す
。

　
「
万
人
の
敵
」
は
、
一
人
で
一
万
人
も
の
敵
を
相
手
に
し
て
戦
う
こ
と
の
で

き
る
術
、
す
は
わ
ち
兵
法
を
指
す
。『
史
記
』「
項
羽
本
紀
」
に
は
、「
剣
は
一

人
の
敵
な
り
。
学
ぶ
に
足
ら
ず
。
万
人
の
敵
を
学
ば
ん
」
と
の
若
か
り
し
項

羽
の
言
を
記
し
て
い
る
。「
一
人
の
敵
」
は
、
一
人
の
敵
を
相
手
に
す
る
剣
術
、

武
術
の
意
。

　
「
万
里
」
は
、
一
万
里
。
ひ
ど
く
遠
い
距
離
、
き
わ
め
て
遠
く
離
れ
た
所
を

い
う
。「
万
里
の
長
城
」
は
、
北
方
民
族
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
目
的
で
中
国

の
北
辺
に
築
か
れ
た
城
壁
。
天
下
を
統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
が
、
東
は
渤
海
に

面
す
る
山
海
関
か
ら
西
は
甘
粛
の
臨
洮
に
い
た
る
ま
で
延
伸
増
築
し
た
。
現

在
の
も
の
は
明
代
の
城
壁
で
あ
り
、
二
千
キ
ロ
に
及
ぶ
と
い
う
巨
大
建
造
物

は
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
万
里
同
風
」
は
、
天
下
が
統
一
さ
れ
て
都
か
ら
遠
隔
の
土
地
ま
で

風
俗
や
文
化
が
同
じ
に
な
る
こ
と
。

○ 

十
一
月
一
日

常
用
漢
字

呉
音

モ
ン

門

漢
音

ボ
ン

訓　

か
ど

　
「
門
」
の
字
は
、
左
右
二
枚
の
と
び
ら
を
し
つ
ら
え
た
、
も
ん
の
さ
ま
を
描

い
た
象
形
文
字
で
、
左
右
対
称
形
を
と
る
。

　

門
扉
は
左
右
一
対
で
あ
る
の
で
、
門
を
守
護
す
る
門
神
は
、
古
く
の
神し
ん
と荼
・

鬱う
つ
り
つ塁
以
来
、
二
神
一
対
で
あ
る
。『
西
遊
記
』
に
は
、
唐
の
太
宗
の
臣
下
で
あ

る
秦
瓊
と
尉
遅
敬
徳
が
、
宰
相
の
魏
徴
の
斬
首
し
た
涇け
い
が河
龍
王
の
死
霊
に
た

た
ら
れ
る
太
宗
の
宮
門
を
護
衛
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。
太
宗
は
そ

の
労
苦
を
み
る
に
忍
び
ず
、
二
将
の
絵
姿
を
左
右
の
門
に
一
枚
ず
つ
は
ら
せ

た
と
い
う
。
こ
れ
が
門
神
の
由
来
で
、
秦
瓊
は
「
文
門
神
」、
尉
遅
敬
徳
は
「
武

門
神
」
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
白
い
顔
と
黒
い
顔
の
装
束
で
左
右
の
門
扉
を

飾
り
ま
も
っ
た
。

　
「
門
庭　

市
の
ご
と
し
」
は
、
門
に
人
が
に
ぎ
わ
う
意
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
門
外　

雀
羅
を
設
く
べ
し
」
は
、
門
の
外
に
雀
を
捕
る
あ
み
を
張
る
こ
と
が

で
き
る
意
で
、
訪
ね
て
く
る
人
も
無
く
、
門
前
の
極
め
て
寂
し
い
さ
ま
を
い

う
。『
史
記
』
汲
鄭
列
伝
賛
に
み
え
る
。
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○ 

十
一
月
二
日

常
用
漢
字

古　

字

異
体
字

異
体
字

呉
・
漢
ヤ

野

埜

壄

漢
音　

シ
ョ

呉
音　

ジ
ョ

訓　
　

の

　
「
野
」
は
、「
里
」
と
「
予
」
か
ら
成
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
広
が
る
田
畑
、
の

は
ら
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
里
」
は
、
四
角
く
区
画
し
た
地
を
あ
ら
わ
し
、「
予
」

は
、
の
び
る
意
。

　
「
野
」
に
は
、「
原
野
」「
曠
野
」
の
の
は
ら
、「
田
野
」
の
耕
作
地
の
ほ
か
、

広
々
と
し
た
郊
外
の
「
郊
野
」、
朝
廷
に
対
し
て
民
間
を
意
味
す
る
「
在
野
」、

素
朴
で
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
「
野
鄙
」
な
ど
の
語
に
代
表
さ
れ
る
意
味
も
あ

る
。

　
「
シ
ョ
」
と
読
む
と
、
い
な
か
や
の
意
。「
別
野
（
墅
）」
は
別
荘
の
意
。

　
『
論
語
』
子
路
篇
に
み
え
る
「
野や

な
る
か
な
、
由ゆ
う

（
弟
子
の
子
路
の
名
）
や
」

と
は
、
孔
子
が
問
答
の
さ
な
か
に
子
路
の
が
さ
つ
さ
を
い
っ
た
こ
と
ば
。

　
『
書
経
』
大
禹
謨
に
い
う
「
野や

に
遺
賢
無
し
」
は
、
賢
者
が
こ
と
ご
と
く
任

用
さ
れ
て
、
民
間
に
隠
れ
住
む
者
が
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、「
野
に
青

草
無
し
」
は
、
口
に
で
き
る
草
さ
え
な
い
、
飢
饉
の
甚
し
い
さ
ま
を
い
う
。

　
『
晋
書
』
嵆
紹
伝
に
あ
る
「
野
鶴
の
雞
群
に
在
る
が
ご
と
し
」
は
、
原
野
に

い
る
白
い
鶴
が
鶏
の
群
れ
の
中
に
あ
る
よ
う
に
ひ
と
き
わ
目
に
つ
く
こ
と
で
、

衆
人
に
抜
き
ん
で
る
た
と
え
。

○ 

十
一
月
三
日

常
用
漢
字

漢
音

ブ
ン

文

呉
音

モ
ン

訓　

ふ
み

　

後
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
に
は
、「
文
」
は
、
筆
画
を
交
錯
さ
せ
て
描

き
だ
し
た
あ
や
模
様
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
模
様
、
飾
り
、
い
ろ
ど
り
を
あ

ら
わ
す
「
文
」（
あ
や
）
は
、「
質
」（
実
質
）
に
対
す
る
語
で
、
み
や
び
や
か

さ
や
外
面
的
な
文
飾
を
意
味
す
る
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
見
え
る
「
文
質
彬ひ
ん
ぴ
ん彬
」

は
、
文
と
質
す
な
わ
ち
外
観
と
内
容
が
調
和
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
彬
彬
」

は
、
適
度
に
相
雑ま
じ

り
と
と
の
ふ
さ
ま
。

　
「
文
字
」
は
、
こ
と
ば
を
書
き
あ
ら
わ
す
符
号
で
あ
る
が
、「
文
」
は
、
象

形
文
字
の
よ
う
な
独
体
の
も
の
、「
字
」
は
、
形
声
文
字
や
会
意
文
字
の
よ
う

な
合
体
の
も
の
で
、
区
別
さ
れ
た
。「
ふ
み
」
の
訓
で
、
文
字
、
文
書
・
書
物
、

書
状
・
手
紙
、
ま
た
学
問
（
特
に
漢
学
）
を
意
味
す
る
。『
論
語
』
学
而
篇
に
は
、

「
行
い
て
余
力
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
文
を
学
ぶ
」
と
い
う
。「
文
」
は
、
書
か

れ
た
も
の
、
文
書
の
意
で
、
こ
こ
で
は
『
詩
経
』『
書
経
』
な
ど
の
古
典
を
指
す
。

　
『
論
語
』
子
張
篇
に
は
、「
小
人
の
過あ
や
ま
つ
や
、
必
ず
文か
ざ

る
」
と
の
子
夏
の
言

が
み
え
る
。
ま
た
、「
文
身
」
は
、
か
ら
だ
に
入
れ
墨
を
す
る
意
。

○ 

十
一
月
四
日

常
用
漢
字

章

呉
・
漢
シ
ョ
ウ
（
シ
ャ
ウ
）

　
「
辛
」
は
、
入
れ
墨
に
用
い
る
大
き
な
針
や
鋭
い
刃
物
を
か
た
ど
る
象
形
文
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字
。「
章
」
は
、
そ
の
「
辛
」
を
刺
し
て
入
れ
墨
を
す
る
こ
と
で
、
し
る
し
、

も
よ
う
、
ま
た
、
音
楽
や
詩
文
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
『
論
語
』
公こ
う

冶や

長ち
ょ
う

篇
に
み
え
る
「
斐ひ

然
と
し
て
章
を
成
す
」
は
、
美
し
く
模

様
を
織
り
な
し
て
い
る
意
。「
斐
然
」
は
、
あ
や
が
美
し
い
さ
ま
。
孔
子
は
陳

の
国
で
故
郷
の
魯
の
若
者
た
ち
の
こ
と
を
想
い
出
し
、「
帰
ら
ん
か
、
帰
ら
ん

か
」
と
口
に
す
る
。
彼
ら
を
織
物
に
た
と
え
て
、
生
地
と
し
て
は
織
り
あ
が
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
実
用
に
い
た
ら
な
い
（
「
之
を
裁
つ
所
以
を
知
ら
ざ
る
な

り
」）
の
で
、
帰
っ
て
指
導
し
よ
う
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
終
日　

章
を
成
さ
ず
」
は
、
牽
牛
・
織
女
の
七
夕
伝
承
を
詠
じ
た
「
古
詩

十
九
首
」
第
十
首
の
句
。
素し
ろ

い
手
を
擢あ

げ
、
機
杼
を
動
か
し
な
が
ら
、「
終
日

章あ
や

を
成
さ
ず
、
泣な
み
だ涕
零お

つ
る
こ
と
雨
の
如
し
」
と
う
た
う
。

　
「
断
章
取
義
」
は
、「
章
を
断
ち
義
を
取
る
」
と
訓よ

み
、
詩
や
文
章
の
部
分

を
抜
き
出
し
て
、
本
来
の
意
味
に
関
係
な
く
用
い
る
こ
と
。「
望
文
生
義
」
と

と
も
に
、
学
問
に
対
す
る
戒
め
の
意
味
を
あ
わ
せ
も
つ
。

○ 

十
一
月
五
日

常
用
漢
字

簡
体
字

漢
音

ヒ
ツ

筆

笔

呉
音

ヒ
チ

訓　

ふ
で

　
「
聿い

つ

」
は
、
手
で
ふ
で
を
も
つ
さ
ま
を
あ
ら
わ
し
た
会
意
文
字
で
、「
筆
」
の

原
字
。「
竹
」
を
増
し
加
え
た
「
筆
」
は
、
竹
の
柄
を
つ
け
た
ふ
で

0

0

、
竹
製
の

ふ
で
の
意
で
、「
聿
」
と
区
別
し
た
。

　
「
筆
」
は
、
文
字
や
絵
を
か
く
道
具
で
あ
り
、
秦
の
始
皇
帝
に
つ
か
え
た
蒙

恬て
ん

が
発
明
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
「
筆
翰
」
は
、
ふ
で
。「
翰
」
は
、
長
い
羽
毛
で
つ
く
っ
た
筆
の
意
。「
筆
墨
」

は
、
ふ
で
と
す
み
。「
筆
札
」
は
、
筆
と
木
の
ふ
だ
。「
札
」
は
、
昔
、
文
字
を

書
く
の
に
用
い
た
木
の
ふ
だ
を
い
う
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
、
ふ
で
と
か
み
を

指
す
。「
筆
跡
」
は
、
筆
の
あ
と
の
意
で
、
書
か
れ
た
文
字
や
絵
、
ま
た
、
そ

の
書
き
ぶ
り
を
意
味
す
る
。

　
「
筆
削
」
は
、
書
く
べ
き
と
こ
ろ
は
書
き
、
削
る
べ
き
と
こ
ろ
は
削
る
意
。

『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、「『
春
秋
』
を
為つ
く

る
に
至
り
て
は
、
筆
す
べ
き
は
則
ち

筆
し
、
削
る
べ
き
は
則
ち
削
る
」
と
あ
る
の
に
依
る
。

　
「
擱
筆
」
は
、
筆
を
擱お

く
こ
と
。

○ 

十
一
月
六
日

常
用
漢
字

旧
体
字

漢
音

ボ
ク

墨

墨

呉
音

モ
ク

訓　

す
み

　
「
黑
」
は
、
煙
突
に
火
を
も
や
し
た
す
す
が
つ
ま
っ
た
さ
ま
を
示
す
会
意
文

字
。
旧
体
字
の
「

」
は
、「
土
」
と
音
符
「
黑
」
と
か
ら
成
り
、
す
す
と
土

と
を
こ
ね
ま
ぜ
て
作
っ
た
す
み
、
あ
る
い
は
、
土
状
の
す
す
の
か
た
ま
り
を

あ
ら
わ
す
。

　

墨
は
、
文
房
四
宝
の
一
つ
。
油
煙
や
松
根
を
燃
や
し
て
出
る
す
す
を
練
り

固
め
て
作
り
、
こ
れ
を
硯
で
す
っ
て
、
黒
い
液
に
し
て
書
画
を
書
く
と
き
に

用
い
る
。

　
「
墨
水
」
は
、
す
み
を
す
っ
た
液
汁
。「
墨
書
」
は
、
す
み
で
書
く
こ
と
。「
墨

迹
・
墨
蹟
・
墨
跡
・
墨
蹤
・
墨
痕
」
は
、
す
み
で
書
い
た
筆
の
あ
と
、
そ
の
書

画
。
宋
の
葉
夢
得
の
『
避
暑
録
話
』
に
、「
墨
を
磨
る
こ
と
病
夫
の
如
し
」
と

い
う
。
墨
を
す
る
に
は
、
墨
の
液
汁
が
粗
く
な
ら
な
い
よ
う
、
手
の
力
を
抜

い
て
す
る
と
よ
い
こ
と
か
ら
「
病
夫
」
に
た
と
え
る
。
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「
墨
刑
」
は
、
古
代
の
五
刑
の
一
つ
で
、
額ひ
た
い
に
入
墨
す
る
。「
黥げ
い

刑
」
と
も

い
う
。

　
「
墨
守
」
は
、
墨
家
の
始
祖
で
あ
る
墨
翟て
き

が
、
楚
王
の
面
前
で
行
っ
た
模
擬

戦
争
で
、
攻
め
る
楚
の
軍
師
公
輸
般
に
対
し
て
城
を
守
り
通
し
た
故
事
か
ら
、

敵
を
防
ぎ
守
り
の
堅
固
な
こ
と
。

○ 

十
一
月
七
日

表
外
・
人
名
用
漢
字

簡
体
字

呉
音
・
漢
音

ゲ
ン

硯

砚
慣
用
音
ケ
ン

　
「
硯
」
は
、「
石
」
と
音
符
「
見
」
と
か
ら
成
り
、
す
ず
り
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　

硯
は
、
文
房
四
宝
の
一
つ
。
す
ず
り
は
、「
墨す

み
す
り磨
」
の
転
で
、
墨
を
水
で
す

り
お
ろ
す
た
め
に
用
い
る
道
具
。
陶
磁
製
の
も
の
や
、
泥
を
精
選
し
て
焼
き

あ
げ
た
澄ち
よ
う
で
い泥
硯
も
あ
る
が
、
古
く
か
ら
石
の
硯
が
作
ら
れ
、
唐
代
後
半
か
ら

安
徽
省
の
歙き
ゆ
う

州
石
、
広
東
省
の
端
渓
石
が
用
い
ら
れ
た
。
石
質
や
石
紋
、
眼

な
ど
が
賞
玩
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
老
坑
な
ど
の
石
が
有
名
。

　
「
硯
池
・
硯
海
」
は
、
す
ず
り
の
、
水
を
た
め
る
く
ぼ
ん
だ
場
所
。
墨
池
と

も
よ
ぶ
。「
硯
滴
」
は
、
す
ず
り
に
水
を
た
ら
す
水
差
し
。

　
「
硯
田
」
は
、
詩
人
や
文
人
の
用
い
る
す
ず
り
を
農
夫
の
田
地
に
た
と
え
て
、

文
筆
で
生
活
を
す
る
こ
と
を
い
う
。「
硯
席
」
は
、
す
ず
り
を
置
い
て
学
問
を

す
る
席
。
同
じ
師
に
つ
い
て
勉
学
す
る
こ
と
を
、「
硯
席
を
同
じ
う
す
」
と
い

う
。

　
「
硯
北
」
は
、
手
紙
で
宛
名
の
わ
き
に
書
き
添
え
て
、
相
手
へ
の
敬
意
を
あ

ら
わ
す
こ
と
ば
。
書
斎
で
、
机
を
南
に
向
け
て
置
く
と
、
硯
の
北
側
に
人
が

坐
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
い
う
。「
研
北
」
と
も
。

○ 

十
一
月
八
日

常
用
漢
字

異
体
字

呉
音
・
漢
音

シ

紙

帋
訓　

か
み

　

Ｉ
Ｔ
・
電
子
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ク
ス
化
が
さ
ま
ざ
ま
に

叫
ば
れ
て
い
る
。「
紙
」
と
い
う
字
は
、
繊
維
を
す
い
て
薄
く
平
ら
に
の
ば
し

た
か
み

0

0

の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
氏
」
は
、
さ
じ
を
か
た
ど
る
象
形
文
字
で
、
平

ら
か
に
の
ば
す
意
を
も
つ
。

　

か
み
は
、
後
漢
の
和
帝
の
時
、
蔡
倫
が
樹
皮
・
麻
、
ぼ
ろ
布
や
魚
網
を
用

い
て
作
り
、
こ
れ
を
「
蔡
侯
紙
」
と
よ
ん
だ
と
伝
え
る
。
唐
の
李
瀚か
ん

の
『
蒙
求
』

に
は
、「
蔡
倫
造
紙
（
蔡
倫　

紙
を
造
る
）」
の
四
字
で
事
績
を
記
載
す
る
。

　
「
紙
田
」
は
、
紙
を
田
地
に
み
た
て
た
語
で
、
字
を
書
い
て
生
計
を
た
て
る

こ
と
を
「
紙
田
を
耕
す
」
と
い
う
が
、
現
今
で
は
文
筆
を
生
業
と
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　
「
紙
筆
」
は
か
み

0

0

と
ふ
で

0

0

。
ま
た
、
文
章
を
書
く
こ
と
、
学
問
や
勉
強
を
す

る
こ
と
を
い
う
。
晋
の
陶
淵
明
は
「
子
を
責
む
」
詩
の
中
で
、

　

五
男
児
有
り
と
雖
も

　

総す
べ

て
紙
筆
を
好
ま
ず

と
詠
じ
て
い
る
。
往
時
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
親
の
繰
り
言
で
も
あ
る
か
。

　
「
紙
魚
」
は
、
書
籍
や
衣
類
な
ど
を
害
す
る
虫
。
し
み
、
し
み
む
し
。「
衣
魚
」

「
蠹と

魚
」
と
も
い
う
。

　
「
紙
銭
」
は
、
死
者
を
葬
る
時
、
棺
の
中
に
入
れ
た
り
焼
い
た
り
す
る
紙
で

作
っ
た
銭
の
こ
と
。
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○ 

十
一
月
九
日

常
用
漢
字

旧
体
字

簡
体
字

漢
音

カ
ン

簡

呉
音

ケ
ン

　
「
間
（
閒
）」
は
、
門
の
扉
の
す
き
ま
。「
簡
（

）」
は
、「
竹
」
と
音
符
「
間

（
閒
）」
と
か
ら
成
り
、
一
枚
ず
つ
間
隔
を
あ
け
て
と
じ
た
竹
の
札
の
意
を
あ

ら
わ
す
。

　

ま
だ
紙
の
な
か
っ
た
時
代
、
竹
や
木
で
作
っ
た
札
に
文
字
を
書
い
て
、
ひ

も
で
と
じ
て
並
べ
た
。

　

間
が
空
い
て
い
る
、
間
を
省
い
て
あ
る
、
手
を
ぬ
い
て
あ
る
と
い
っ
た
意

を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
、「
揀
」
に
当
て
て
、
え
ら
ぶ
意
に
用
い
る
。

　
「
簡
素
」
は
、
簡
略
で
質
素
な
こ
と
。
飾
り
気
が
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
穏
や

か
な
こ
と
。
ま
た
、
竹
簡
と
縑け
ん
そ素
の
意
。「
素
」
は
、
白
絹
を
い
う
。

　

唐
の
韓
愈
の
「
符
（
息
子
の
名
）
書
を
城
南
に
読
む
」
詩
に
は
、「
灯
火
稍よ
う
や

く
親
し
む
べ
し
」（
十
月
二
十
一
日
参
照
）
に
つ
づ
い
て
、

　

簡
編　

巻
き
舒の

ぶ
る
べ
し

と
詠
ま
れ
る
。「
簡
編
」
は
、
簡
を
と
じ
あ
わ
せ
て
書
物
と
し
た
こ
と
か
ら
、

書
物
、
本
を
い
う
。「
巻
き
舒
ぶ
」
は
、
巻
き
閉
じ
る
こ
と
と
舒
べ
広
げ
る
意
。

　
「
簡
漫
」
は
、
応
対
や
仕
事
に
お
い
て
、
手
間
を
省
い
て
、
い
い
加
減
に
あ

し
ら
う
こ
と
。

○ 

十
一
月
十
日

常
用
漢
字

旧
体
字

本　

字

異
体
字

慣
用
音
サ
ツ

冊

册

漢
音　

サ
ク

呉
音　

シ
ャ
ク

　
「
冊
」
は
、
文
字
を
書
い
た
長
短
ふ
ぞ
ろ
い
な
竹
の
ふ
だ
や
木
の
ふ
だ
を
、

ひ
も
で
横
に
編
ん
だ
形
を
描
い
た
象
形
文
字
。
上
下
を
編
ん
だ
こ
と
か
ら
、

「

」
が
正
字
形
と
さ
れ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
木
簡
（
木
の
ふ
だ
）
や
竹
簡
（
竹
の
ふ
だ
）
を
ひ
も
で
編
み
と
じ

た
も
の
が
、
書
物
の
原
形
で
あ
り
、「
ふ
み
」
と
訓
じ
て
、
書
物
、
文
書
、
手

紙
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
サ
ツ
」
と
い
う
慣
用
音
で
音
読
み
さ
れ
る
の
は
、「
札
」

の
音
と
混
同
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
書
物
を
数
え
る
助
数

詞
と
し
て
も
「
サ
ツ
」
が
定
着
し
、「
冊
数
」
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

　
「
冊
書
」
は
、
臣
下
に
対
す
る
天
子
の
命
令
を
記
し
た
文
書
、
ま
た
、
后
妃
・

諸
侯
を
立
て
る
勅
書
、
祭
祀
や
爵
位
・
封
地
の
授
与
な
ど
を
記
し
た
文
書
を

も
い
う
。「
冊
命
」
は
、
皇
后
、
皇
太
子
な
ど
を
定
め
る
と
き
、
詔
書
（
冊
書
）

を
書
い
て
命
ず
る
こ
と
。「
冊
立
」
は
、
詔
書
に
よ
っ
て
、
皇
后
・
皇
太
子
な

ど
を
立
て
る
こ
と
。「
冊
」
は
、
立
て
る
意
。

　
「
短た
ん
ざ
く冊
」
は
、
日
本
で
、
物
品
の
品
目
や
数
量
を
書
い
た
細
長
い
紙
。
ま
た
、

和
歌
や
俳
句
を
書
く
料
紙
を
い
っ
た
も
の
。

○ 

十
一
月
十
一
日

常
用
漢
字

旧
体
字

呉
・
漢
ヘ
ン

編

編

訓　
　

あ
ム
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「
戸
」
と
「
冊
」
と
か
ら
成
る
「
扁
」
は
、
戸
口
に
か
け
る
薄
く
平
ら
な
ふ
だ
。

転
じ
て
、
薄
く
平
ら
、
扁
平
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
編
」
は
、「
扁
」（
薄
い
ふ

だ
）
や
「
簡
」（
平
ら
な
竹
簡
・
木
簡
）
を
糸
で
つ
づ
り
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、

あ
む
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
編
柳
」
は
、
楚
の
孫
敬
が
貧
し
く
て
柳
の
葉
を
編
ん
で
書
写
に
用
い
た
こ

と
。「
編
蒲
」
は
、
漢
の
路
温
舒
が
貧
乏
で
蒲
の
葉
を
編
ん
で
書
写
に
用
い
た

こ
と
。
と
も
に
苦
学
す
る
こ
と
に
た
と
え
る
。

　
「
編
簡
」
は
、
簡
を
と
じ
つ
ら
ね
た
書
物
、
書
籍
。「
韋
編
」
は
、
簡
を
と

じ
た
革
ひ
も
。「
韋
」
は
、
革
。「
編
」
は
、
と
じ
ひ
も
。『
史
記
』
孔
子
世
家

に
、
孔
子
は
晩
年
に
い
た
っ
て
易
を
喜
ん
で
反
覆
熟
読
し
、「
韋
編
三
た
び
絶

つ
」（
革
の
と
じ
ひ
も
が
三
度
も
切
れ
た
）
と
伝
え
て
い
る
。

　
「
編
年
体
」
は
、
歴
史
の
記
述
の
し
か
た
の
一
つ
で
、
事
柄
を
年
月
の
順
に

書
き
な
ら
べ
た
も
の
。
人
物
の
伝
記
を
主
体
と
す
る
「
紀
伝
体
」、
事
件
ご
と

に
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
記
す
「
紀
事
本
末
体
」
に
対
し
て
い
う
。

○ 

十
一
月
十
二
日 

常
用
漢
字

典

呉
・
漢
テ
ン

　
「
典
」
は
、
長
短
ふ
ぞ
ろ
い
の
簡
を
横
に
編
ん
だ
「
冊
」
の
字
の
原
形
と
、

そ
れ
を
並
べ
て
載
せ
る
台
の
形
を
あ
わ
せ
た
会
意
文
字
で
、
貴
重
な
書
物

（「
古
典
」「
経
典
」）、
手
本
・
の
り
（「
法
典
」「
典
範
」）、
つ
ね
（「
典
例
」「
典

常
」）
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
典
雅
」
は
、
正
し
く
み
や
び
や
か
、
上
品
。「
典
雅
の
辞
」
は
、
そ
の
こ
と

ば
。『
魏
書
』
胡
叟
伝
に
、「
羣
籍
を
披
読
し
、
再
び
目
に
閲
し
、
皆
口
に
誦
し
、

好
く
文
を
属
し
、
既
に
善
く
典
雅
の
辞
と
為
す
。」
と
い
う
。

　
「
出
典
」
は
、
故
事
の
出
ど
こ
ろ
。「
典
故
」
は
、
典
礼
と
故
実
。
ま
た
故

事
を
い
う
。

　
「
典
衣
」「
典
冠
」
の
「
典
」
は
、
つ
か
さ
ど
る
意
。
君
の
衣
を
掌
る
官
と

君
の
冠
を
掌
る
官
。

　

魏
の
文
帝
（
曹
丕
）
の
「
典
論
」
は
、
古
今
の
経
典
や
文
学
を
論
じ
た
書

で
、
中
国
に
お
け
る
文
芸
批
評
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
が
、
わ
ず
か
に
『
文
選
』

巻
五
十
二
に
「
論
文
」
を
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。「
蓋け
だ

し
文
章
は
経
国
の
大
業

に
し
て
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
と
、
文
章
（
文
学
）
を
国
を
治
め
る
大
事
業

で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

○ 

十
一
月
十
三
日

常
用
漢
字

旧
字
体

異
体
字

呉
・
漢
キ

器

器

噐
訓　
　

う
つ
わ

　

旧
字
の
「
器
」
は
、「

」
と
「
犬
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
。「

」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
容
器
の
意
で
、「
犬
」
は
種
類
の
多
い
も
の
と
し
て
加
え
る
。
ま

た
、「

」
は
、
た
く
さ
ん
の
口
の
意
で
、
た
く
さ
ん
の
犬
が
吠
え
た
て
る
こ

と
と
も
い
う
。
借
り
て
、
う
つ
わ
の
意
に
用
い
る
。

　

諸
侯
が
大
夫
を
他
国
へ
使
い
に
出
す
と
き
の
儀
式
に
用
い
る
四
種
類
の
玉

器
を
「
四
器
」
と
よ
ぶ
。
圭
・
璋
・
璧
・
琮
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
形
を
描

い
た
り
測
定
し
た
り
す
る
の
に
用
い
る
規
・
矩
・
準
・
縄
を
も
「
四
器
」
と

い
う
。

　
「
大
器
」
は
、
す
ぐ
れ
た
才
能
や
器
量
、
ま
た
、
そ
の
持
ち
主
を
い
う
。「
大

器
小
用
」
は
、
大
人
物
を
つ
ま
ら
な
い
仕
事
に
使
う
こ
と
で
、
宝
の
も
ち
ぐ
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さ
れ
、
適
材
適
所
な
ら
ざ
る
不
適
な
人
材
登
用
を
諷
諭
し
た
語
。「
大
器
晩
成
」

は
、
大
き
な
器
、
す
な
わ
ち
大
人
物
は
、
す
ぐ
に
は
出
来
あ
が
ら
ず
、
後
に

な
っ
て
出
来
あ
が
る
意
。『
老
子
』
第
四
十
二
章
に
出
典
す
る
語
。
転
じ
て
、

天
子
の
位
、
国
家
権
力
を
も
い
う
。

○ 

十
一
月
十
四
日

常
用
漢
字

呉
・
漢
ケ
ン

犬

訓　
　

い
ぬ

　

犬
は
、
古
代
社
会
に
お
い
て
家
畜
化
し
、
猟
犬
・
番
犬
、
ま
た
食
用
と
し

て
飼
育
さ
れ
て
き
た
。「
犬
」
の
字
は
、
い
ぬ
の
形
の
象
形
文
字
で
、
犬
の
種

類
や
類
似
す
る
獣
類
、
あ
る
い
は
野
性
の
性
情
や
行
動
な
ど
に
関
す
る
文
字

を
つ
く
り
だ
し
、
偏
に
な
る
と
き
は
「
犭
」
の
形
で
書
い
た
。

　

中
国
の
蜀
の
地
方
は
、
雨
や
霧
が
多
い
山
国
で
太
陽
を
見
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
た
ま
に
太
陽
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
犬
が
怪
し
ん
で
吠
え
た
て

た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
蜀
犬　

日
に
吠
ゆ
」
の
故
事
で
あ
り
、
見
識
の
狭

い
者
が
賢
人
の
言
動
を
疑
い
非
難
す
る
こ
と
に
た
と
え
る
。

　
「
犬
羊
の
質
」
は
、
才
能
の
な
い
生
ま
れ
つ
き
の
意
。
犬
と
羊
は
、
つ
ま
ら

ぬ
も
の
の
た
と
え
。

　

ま
た
、
犬
と
馬
を
意
味
す
る
「
犬
馬
」
は
、
臣
下
が
君
主
に
対
し
、
へ
り
く

だ
っ
て
い
う
こ
と
ば
。「
犬
馬
の
心
」
は
、
臣
下
が
君
主
の
た
め
に
つ
く
す
心
。

「
犬
馬
の
労
」
は
、
自
分
が
君
主
や
他
人
の
た
め
に
労
苦
を
い
と
わ
ず
つ
く
す

こ
と
。
そ
の
骨
折
り
の
謙
称
。

　
「
犬
猿
」
は
、
仲
の
悪
い
者
の
た
と
え
。

○ 

十
一
月
十
五
日

表
外
・
非
人
名
用
漢
字

慣
用
音
ジ
ュ
ツ

戌

漢
音　

シ
ュ
ツ

呉
音　

シ
ュ
チ

　
「
戌
」
は
、「
一
」
と
「
戈
」
と
で
、
作
物
を
刃
物
で
刈
り
と
っ
て
、
一
つ

に
く
く
り
、
収
穫
す
る
意
を
あ
ら
わ
す
会
意
文
字
。

　

十
二
支
の
十
一
番
目
で
、
時
刻
で
は
午
後
八
時
前
後
の
二
時
間
、
方
角
で

は
西
北
西
、
動
物
で
は
犬
、
五
行
で
は
土
に
当
て
る
。「
い
ぬ
い
」
は
「
戌
亥
」

の
方
角
で
、
西
北
。「
乾
」
で
も
表
記
す
る
。

　
「
戊
戌
の
政
変
」
は
、
清
の
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）
戊
戌
の
年
に
起

こ
っ
た
政
変
。
日
清
戦
争
に
敗
れ
た
清
朝
が
、
康
有
為
ら
の
維
新
党
を
粛
清

し
た
。

　
「
戊
」
は
、
つ
ち
の
え
（
土
の
兄え

）。
十
干
の
五
番
目
。「
戉
・
戊
・
戍
・
戌
」

は
字
形
が
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
区
別
し
て
覚
え
る
。「
土
の
う
え
（
戊
）
に
、

犬
（
戌
）
一
匹
で
、
人
ま
も
る
（
戍
）、
斧
（
戉
）
振
り
あ
げ
り
ゃ
、
ボ
ウ
（
戊
）

ジ
ュ
ツ
（
戌
）
ジ
ュ
（
戍
）
エ
ツ
（
戉
）」。
ま
た
、「
た
て
ば
う
ち
（
伐
）、
す

わ
れ
ば
守
る
（
戍
）
人
と
戈
、
土
（
戊
）
に
一
ひ
く
犬
（
戌
）
の
影
か
な
」。

○ 

十
一
月
十
六
日

表
外
・
非
人
名
用
漢
字

呉
音

ク

狗

漢
音

コ
ウ

　

　
「
駒
」
や
「
狗
」
の
「
句
」
は
、
小
さ
い
意
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。
大
き
な

い
ぬ

0

0

を
「
犬
」、
小
さ
な
い
ぬ

0

0

を
「
狗
」
と
い
う
と
の
説
も
あ
る
。『
荘
子
』
雑
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篇
天
下
に
い
う
「
狗
は
犬
に
非
ず
」
は
、
形
は
同
じ
で
も
名
か
ら
い
え
ば
異

な
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
。

　

晋
の
陶
淵
明
は
「
園
田
の
居
に
帰
る
」
の
詩
中
に
、

　
　
　

狗
は
深
巷
の
中
に
吠
え
、

　
　
　

雞
は
、
桑
の
樹
の
顚

い
た
だ
きに
鳴
く
。

と
詠
じ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
鶏
犬
の
声
」（
十
一
月
十
八
日
参
照
）
を
介
し
て
郷

里
の
変
わ
ら
ざ
る
閑
適
な
る
空
間
を
表
現
し
て
い
る
。

　
「
羊
頭
狗
肉
」
は
、「
羊
の
頭
を
掲
げ
て
狗
の
肉
を
売
る
」
を
略
し
た
四
字

熟
語
で
、
見
か
け
倒
し
や
誤
魔
化
し
を
た
と
え
て
い
う
。

　
「
狗
盗
」
は
、
い
ぬ
の
よ
う
に
そ
っ
と
し
の
び
こ
ん
で
盗
み
と
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
盗
人
を
い
う
。
戦
国
時
代
、
斉
の
孟
嘗
君
の
養
っ
た
食
客
の
中
に
、

狗
盗
を
よ
く
す
る
者
と
鶏
鳴
を
よ
く
す
る
者
が
い
て
、
秦
の
昭
王
に
捕
え
ら

れ
た
孟
嘗
君
の
危
難
を
救
っ
た
故
事
が
知
ら
れ
る
。

　
「
天
狗
」
は
、
日
本
の
伝
承
に
い
う
「
テ
ン
グ
」
と
は
異
な
り
、
流
星
や
彗
星
、

あ
る
い
は
狸
に
似
て
白
首
で
、
よ
く
凶
を
避
け
る
怪
獣
を
い
う
。

○
十
一
月
十
七
日

表
外
・
人
名
用
漢
字

漢
音

ユ
ウ
（
イ
ウ
）

酉

呉
音

ユ

訓　

と
り
・
ひ
よ
み
の
と
り

　
「
酉
の
市
」
は
、
毎
年
十
一
月
の
酉
の
日
に
全
国
各
地
の
鷲

お
お
と
り

神
社
の
祭
礼

で
、
縁
起
物
の
熊
手
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
酉
」
の
字
は
、
酒
を
か
も
す
容
器
、
酒
を
入
れ
る
口
の
細
い

つ
ぼ
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
酒
つ
ぼ
、
酒
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。

　

十
二
支
の
第
十
番
目
に
当
て
、
方
角
で
は
西
方
、
動
物
で
は
と
り
、
季
節

で
は
陰
暦
の
八
月
、
時
刻
で
は
午
後
六
時
前
後
の
二
時
間
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
酉
月
」
は
、
陰
暦
八
月
の
異
名
。「
八
月
た
る
や
、
律
は
南
呂
に
中あ
た

る
。（
略
）

其
の
十
二
子
に
於
い
て
は
酉
為
り
。
酉
は
、
万
物
の
老
い
る
な
り
」
と
『
史

記
』
律
書
に
い
う
。「
酉
」（
酒
）
は
、
八
月
に
黍
が
成
熟
し
て
醸
す
こ
と
か
ら
、

成
る
、
老
い
る
等
の
義
に
も
用
い
る
。

　
「
二
酉
」
は
、
湖
南
省
沅
陵
県
に
あ
る
大
酉
と
小
酉
の
二
山
を
指
す
。『
太
平

御
覧
』
巻
四
十
九
に
引
く
『
荊
州
紀
』
に
い
う
、「
小
酉
山
の
上
の
石
穴
の
中

に
書
千
巻
有
り
。
相
伝
う
、
秦
人　

此
に
於
い
て
学
び
、
因
り
て
留
む
、
と
」。

後
世
、
蔵
書
の
多
い
こ
と
を
「
二
酉
」
と
い
う
の
は
こ
れ
に
基
づ
く
。「
二
酉

堂
」
は
、
清
の
張
澍
の
書
斎
名
で
、
そ
の
輯
め
た
叢
書
を
「
二
酉
堂
叢
書
」
と

い
う
。

○ 

十
一
月
十
八
日

常
用
漢
字

繁
体
字

本
字

簡
体
字

漢
音

ケ
イ

鶏

鷄

雞

呉
音

ケ

訓　

に
わ
と
り

　

と
り
の
象
形
文
字
で
あ
る
「
鳥
」
と
、
音
符
「
奚
」
と
か
ら
成
る
。「
奚
」
は
、

ケ
イ
ケ
イ
と
い
う
鳴
き
声
と
も
、
時
を
告
げ
る
夜
明
け
の
意
と
も
い
う
。
ま

た
「
爪
（
手
）」
と
「
糸
」
で
、
ひ
も
で
繋
い
で
飼
っ
た
意
を
あ
ら
わ
す
と
の

説
も
あ
る
。

　

に
わ
と
り
は
、
太
古
か
ら
飼
育
さ
れ
、
お
ん
ど
り
は
時
を
つ
く
り
、
め
ん

ど
り
は
卵
を
う
み
、
そ
の
肉
は
食
用
と
な
る
。
犬
と
と
も
に
古
代
社
会
に
あ
っ

て
身
近
な
存
在
で
あ
り
、「
小
国
寡
民
」
の
理
想
的
な
社
会
空
間
を
説
い
た
『
老

子
』
第
八
十
章
に
お
い
て
「
鶏
犬
の
声
相
聞
こ
ゆ
」
と
並
称
さ
れ
て
、
平
和

で
の
ど
か
な
郷
村
空
間
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
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に
わ
と
り
の
あ
ば
ら
を
意
味
す
る
「
鶏
肋ろ
く

」
は
、
食
べ
る
ほ
ど
の
肉
は
つ
い

て
い
な
い
が
、
捨
て
る
に
は
惜
し
い
も
の
を
い
う
。『
三
国
志
』「
魏
書
」
武
帝

紀
の
注
に
引
く
『
九
州
春
秋
』
に
は
、
漢
中
を
め
ぐ
る
劉
備
と
の
攻
防
戦
が

膠
着
す
る
中
で
、
曹
操
が
い
っ
た
「
鶏
肋
」
の
語
に
対
し
て
、
配
下
の
楊
修
が
、

「
鶏
肋
は
捨
て
る
に
は
惜
し
い
が
、
食
べ
る
ほ
ど
の
肉
は
つ
い
て
い
な
い
。
漢

中
は
惜
し
い
が
、
撤
退
な
さ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
」
と
解
釈
し
て
、
そ
の
準
備

を
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

　
「
雞
黍
」
は
、
鶏
を
殺
し
、
き
び
飯
を
炊
い
て
、
人
を
も
て
な
す
意
。

○ 

十
一
月
十
九
日

常
用
漢
字

漢
音

コ
ウ

口

呉
音

ク

訓　

く
ち

　

人
間
の
く
ち
の
形
に
か
た
ど
る
象
形
文
字
。
口
は
飲
食
し
言
語
を
発
す
る

器
官
で
、
こ
れ
を
部
首
に
し
て
、
た
べ
る
、
の
む
、
声
を
出
す
な
ど
の
、
口

に
関
わ
る
字
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　
「
口
に
密
有
り
、
腹
に
剣
有
り
」
は
、
宋
・
司
馬
光
の
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀

に
み
え
る
語
。
唐
の
玄
宗
に
仕
え
て
権
勢
を
ほ
こ
っ
た
宰
相
の
李
林
甫
が
、
密

の
よ
う
に
甘
い
こ
と
ば
で
人
に
親
切
に
接
す
る
一
方
、
腹
の
中
に
は
剣
を
ひ

そ
ま
せ
人
を
害
す
る
陰
険
な
人
格
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
。

　
「
口
頭
の
交
わ
り
」
は
、
口
先
だ
け
の
交
際
、
こ
と
ば
だ
け
で
内
容
の
な
い

つ
き
あ
い
。「
口
頭
試
問
」
の
「
口
頭
」
は
、
文
書
に
対
し
て
、
こ
と
ば
で
述

べ
る
意
。

　
「
口
角　

沫あ
わ

を
流
す
」
は
、
唐
の
李
商
隠
の
「
韓
碑
」
詩
に
み
え
る
語
。「
口

角　

沫
を
飛
ば
す
」
に
同
じ
く
、
つ
ば
き
を
飛
ば
し
て
激
し
く
議
論
す
る
こ

と
。

　
「
利
口
」
は
、「
利
巧
」「
悧
巧
」
と
と
も
に
、
賢
く
利
発
な
こ
と
を
意
味
す

る
が
、
本
来
、
口
先
が
う
ま
い
こ
と
、
弁
舌
の
巧
み
な
こ
と
、
口
達
者
な
こ
と
。

○ 

十
一
月
二
十
日

常
用
漢
字

本
字

漢
音　

セ
ツ

舌

漢
・
慣
ゼ
ツ

訓　
　

し
た

　
「
舌
」
の
字
は
、
口
の
中
の
し
た
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
動
作
に
関
わ
る
字
の

部
首
と
な
る
。

　

舌
は
、
口
腔
に
あ
り
、
五
感
の
一
つ
で
あ
る
味
覚
や
、
こ
と
ば
の
発
声
を

つ
か
さ
ど
る
重
要
な
器
官
で
あ
る
。「
饒
舌
」
は
お
し
ゃ
べ
り
・
多
弁
を
い
い
、

「
舌
人
」
は
通
訳
す
る
人
を
い
う
。『
論
語
』
顔
淵
篇
に
あ
る
「
駟し

も
舌
に
及

ば
ず
」
は
、
駟
（
四
頭
立
て
の
馬
車
）
で
急
激
に
追
い
か
け
て
も
、
舌
か
ら

出
た
こ
と
ば
に
は
追
い
つ
け
な
い
こ
と
を
い
っ
た
語
。
孔
子
の
弟
子
の
子
貢

が
衛
の
棘
子
成
の
発
言
を
評
し
た
も
の
で
、
失
言
は
し
か
え
し
が
つ
か
な
い

こ
と
を
説
い
て
い
る
。
舌
は
、
こ
と
ば
の
意
。

　

俗
に
舌
の
長
さ
は
三
寸
と
い
い
、
南
宋
・
羅
燁よ
う

の
『
酔
翁
談
録
』
甲
集
巻

一
「
舌
耕
叙
引
」「
小
説
開
闢
」
に
は
、
読
み
切
り
短
篇
物
を
な
り
わ
い
と
す

る
講
釈
師
が
、
た
だ
「
三
寸
の
舌
」
に
よ
っ
て
是
非
を
褒
め
そ
や
し
た
り
貶

し
た
り
し
、
一
万
言
の
こ
と
ば
を
費
や
し
て
古
今
の
話
題
を
講
論
す
る
と
説

い
て
い
る
。

　

舌
先
三
寸
は
、
口
先
だ
け
の
こ
と
ば
。「
筆
鋒
」「
筆
禍
」
に
対
し
て
、「
舌
鋒
」

は
鋭
い
弁
舌
、「
舌
禍
」
は
自
分
の
言
論
が
ま
ね
く
災
い
。
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○ 

十
一
月
二
十
一
日

常
用
漢
字

漢
音　

ロ

露

呉
音　

ル

慣
用
音
ロ
ウ

訓　
　

つ
ゆ

　
「
露
」
は
、「
雨
」
と
音
符
「
路
」
と
か
ら
成
り
、
連
な
り
む
す
ぶ
水
の
つ
ぶ
、

あ
る
い
は
、
透
明
に
す
け
て
み
え
る
こ
と
を
示
し
、
つ
ゆ
、
あ
ら
わ
す
、
あ

ら
わ
れ
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　

つ
ゆ
は
、
大
気
中
の
水
蒸
気
が
凝
固
し
て
、
物
の
表
面
に
付
着
し
た
水
滴

で
、
そ
の
凝
結
す
る
温
度
を
「
露
点
」
と
い
う
。
は
か
な
い
こ
と
の
た
と
え

に
用
い
ら
れ
、
昔
、
葬
式
の
と
き
に
う
た
っ
た
挽
歌
に
「
薤か
い

露
」
が
あ
っ
た
。

「
薤
」
は
、
に
ら
、
お
お
に
ら
。
に
ら
の
細
い
葉
に
や
ど
っ
た
露
は
落
ち
消
え

や
す
い
こ
と
か
ら
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
象
徴
し
た
。

　
「
甘
露
」
は
、
天
下
太
平
の
し
る
し
と
し
て
天
が
降
ら
す
あ
ま
い
つ
ゆ
。
こ

の
つ
ゆ
を
飲
む
と
不
老
長
生
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
漢
の
文
帝
は
、
こ

の
天
の
露
を
受
け
と
め
る
べ
く
、
高
い
銅
柱
の
上
に
仙
人
の
掌
を
か
た
ど
っ
た

「
承
露
盤
」
を
建
章
宮
に
設
け
た
。
唐
の
李
商
隠
は
「
漢
宮
詞
」
と
題
す
る
五

言
絶
句
に
、
武
帝
が
「
消
渇
疾
」（
糖
尿
病
）
を
病
む
文
章
の
侍
臣
、
司
馬
相

如
に
さ
え
、「
金
茎
の
露
の
一
杯
を
も
賜
ら
ず
」
と
詠
じ
て
い
る
。

　
「
露
顕
」「
露
呈
」
は
、
あ
ら
わ
れ
る
意
。

○ 

十
一
月
二
十
二
日

常
用
漢
字

漢
音

ソ
ウ
（
サ
ウ
）

霜

訓　

し
も

　
「
霜
」
は
、「
雨
」
と
音
符
「
相
」
と
か
ら
成
り
、
水
蒸
気
が
こ
お
っ
て
霜

柱
が
た
て
に
並
び
た
つ
さ
ま
を
あ
ら
わ
し
、
し
も

0

0

、
し
も
ば
し
ら
の
意
に
用

い
る
。

　

し
も
は
、
花
の
よ
う
に
白
く
美
し
い
か
ら
、「
霜
花
」
と
い
う
。
転
じ
て
、

白
髪
に
た
と
え
る
。「
霜
降
」
は
、
霜
が
降
り
る
こ
と
。
二
十
四
気
の
一
つ
で
、

陽
暦
十
月
二
十
二
日
、
ま
た
は
二
十
三
日
。『
易
経
』
坤
に
い
う
「
霜
を
履
ん

で
堅
氷
至
る
」
は
、
霜
を
踏
む
時
節
に
な
る
と
、
や
が
て
堅
い
氷
が
は
る
時
節

が
め
ぐ
り
く
る
意
。
物
事
は
、
最
初
を
つ
つ
し
む
べ
き
だ
と
の
戒
め
を
含
む
。

　
「
志
は
霜
雪
を
懐
く
」
は
、『
後
漢
書
』
禰で
い
こ
う衡
伝
に
見
え
る
語
。「
霜
雪
」
は
、

霜
と
雪
の
意
で
、
志
が
潔
白
で
厳
し
い
こ
と
を
た
と
え
る
。
ま
た
、「
霜
露
の

病
」
は
、
風
邪
、
感
冒
を
い
う
。「
霜
露
」
は
、
霜
と
露
の
意
。

　
「
霜
葉
は
二
月
の
花
よ
り
も
紅
な
り
」
は
、
唐
の
杜
牧
の
「
山
行
」
の
詩
句
。

「
紅
」
の
色
彩
あ
ざ
や
か
な
句
作
で
あ
る
。

　
「
星
霜
」
は
、
と
し
つ
き
の
意
。「
霜
信
」
は
、
雁
の
別
名
。

○ 

十
一
月
二
十
三
日

常
用
漢
字

旧
字
体

労

勞

呉
・
漢
ロ
ウ

　
「
勞
」
の
字
は
、
か
が
り
火
の
聖
な
る
火
で
農
具
を
清
め
る
農
耕
儀
礼
を
あ
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ら
わ
す
と
い
う
。
ま
た
、
火
を
燃
や
し
つ
く
す
よ
う
に
、
力
を
出
し
つ
く
す

意
を
あ
ら
わ
し
、
激
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
仕
事
や
そ
の
疲
れ
を
も

い
う
。
あ
る
い
は
、
い
た
わ
る
、
ね
ぎ
ら
う
、
な
ぐ
さ
め
る
意
を
も
つ
。

　
『
荘
子
』
天
運
篇
に
い
う
「
労
し
て
功
無
し
」
は
、
一
所
懸
命
労
働
し
て
あ

る
事
に
つ
と
め
な
が
ら
、
功
績
の
無
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、『
史
記
』
項
羽

本
紀
に
は
、「
労
苦は
な
は

だ
し
く
し
て
功
高
し
」
の
語
が
あ
る
。
こ
の
「
労
」
は

名
詞
で
、
激
し
い
仕
事
を
指
す
。

　
『
孟
子
』
滕と
う

文
公
上
篇
に
あ
る
「
或
ひ
は
心
を
労
し
、
或
ひ
は
力
を
労
す
」

の
「
労
」
は
、
つ
い
や
し
つ
か
れ
る
意
。
ま
た
、
い
た
わ
る
、
ね
ぎ
ら
う
、
慰

労
の
意
。

　
「
労
使
」
は
、
漢
語
本
来
は
、
こ
き
使
う
意
味
と
い
う
が
、
日
本
語
で
は
、

労
働
者
と
使
用
者
と
を
呼
称
し
た
語
と
し
て
理
解
さ
れ
、「
労
使
交
渉
」
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
る
。

○ 

十
一
月
二
十
四
日

常
用
漢
字

旧
字
体

漢
音

ベ
ン

勉

勉

呉
音

メ
ン

　
「
勉
」
の
字
は
、「
力
」
と
音
符
「
免
」
と
か
ら
成
り
、
力
を
い
れ
て
つ
と

め
る
、
農
事
に
つ
と
め
る
意
を
あ
ら
あ
わ
す
と
い
う
。「
免
」
は
、
女
性
が
出

産
す
る
さ
ま
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
力
を
い
れ
る
、
力
む
意
と
も
い
う
。

　
『
説
文
解
字
』
に
は
、「
彊つ
と

む
る
な
り
」
と
説
く
。
い
わ
ゆ
る
「
勉
強
」
の

語
は
、「
勉
彊
」
と
も
書
い
て
、
困
難
な
こ
と
を
は
げ
み
つ
と
め
る
こ
と
、
ま

た
、
無
理
じ
い
す
る
こ
と
。『
中
庸
』
に
は
、「
或
い
は
安
ん
じ
て
之
を
行
ひ
、

或
い
は
利
し
て
之
を
行
ひ
、
或
い
は
勉
強
し
て
之
を
行
ふ
。
其
の
功
を
成
す
に

及
ん
で
は
一
な
り
」
と
あ
る
。
学
問
に
は
げ
む
、
勉
強
す
る
意
。
ま
た
、
商

人
が
値
段
を
ま
け
る
意
は
、
日
本
的
な
用
法
。

　
「
勉
励
」
は
、
つ
と
め
は
げ
む
、
つ
と
め
は
げ
ま
す
意
。
勉
は
、
無
理
を
お

し
て
や
ら
せ
る
、
励
は
、
力
を
こ
め
て
は
げ
ま
す
意
と
い
う
。
晋
・
陶
淵
明

は
「
雑
詩
」
の
中
で
、「
時
に
及
ん
で
は
当
に
勉
励
す
べ
し
、
歳
月　

人
を
待

た
ず
」
と
詠
じ
、
人
を
待
つ
こ
と
な
き
時
間
の
流
れ
の
中
で
、
こ
こ
ぞ
と
意

を
決
し
て
臨
む
べ
き
処
生
の
あ
り
か
た
を
主
張
し
て
い
る
。

○ 

十
一
月
二
十
五
日

表
外
・
人
名
用
漢
字

慣
用
音
ゾ
ク

粟

漢
音　

シ
ョ
ク

呉
音　

ソ
ク

訓　
　

あ
わ

　
「
粟
」
の
字
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
る
意
を
も
つ
「
西
」
と
穀
物
・
穀
類
の
意

の
「
米
」
と
を
あ
わ
せ
た
会
意
文
字
で
、
小
さ
く
ぱ
ら
ぱ
ら
し
た
穀
物
の
意

味
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
「
あ
わ
」
は
、
畑
で
栽
培
し
、
そ
の
実
は
黄
色
を
し
て
小
さ
く
丸
い
。
そ
う

し
た
「
あ
わ
」
を
と
ら
え
た
「
滄
海
の
一
粟
」
は
、
大
海
の
中
に
あ
る
一
粒
の

あ
わ
を
意
味
す
る
。「
滄
海
」
が
大
海
原
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
一
粟
」
は

小
さ
な
も
の
の
た
と
え
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

穀
物
・
食
糧
の
意
だ
け
で
な
く
、「
粟
」
は
ま
た
俸
禄
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
。

『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
あ
る
「
義
と
し
て
周
粟
を
食は

ま
ず
」
の
語
は
、
周
の
武

王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
す
る
と
き
、
伯
夷
と
叔
斉
の
兄
弟
が
、
臣
た
る
者
が

君
を
弑し
い

す
る
こ
と
の
非
を
説
い
て
諫
め
た
が
い
れ
ら
れ
ず
、
周
の
禄
を
食
む

こ
と
を
恥
と
し
て
首
陽
山
に
隠
れ
た
こ
と
を
い
う
。
二
人
は
清
廉
潔
白
の
士
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と
さ
れ
る
が
、
首
陽
山
で
わ
ら
び
を
と
っ
て
食
べ
、
つ
い
に
餓
死
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

○ 
十
一
月
二
十
六
日

常
用
漢
字

旧
字
体

俗　

字

穀

穀

呉
・
漢
コ
ク

　

穀
物
の
意
を
あ
ら
わ
す
「
禾
」
と
、
堅
い
か
ら

0

0

を
示
す
「

」
と
か
ら
成
り
、

堅
い
殻
を
か
ぶ
っ
た
穀
物
の
実
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
穀
」
は
、
た
な
つ
も
の
、
広
く
穀
物
の
意
に
用
い
る
。『
説
文
解
字
』
に
は

「
百
穀
の
総
名
」
と
い
う
。
二
十
四
気
の
一
つ
で
あ
る
「
穀
雨
」
は
、
清
明
の

次
に
来
る
節
気
で
、
百
穀
を
生
み
育
て
る
雨
の
意
。
陽
暦
で
は
四
月
二
十
日
こ

ろ
。
い
わ
ゆ
る
「
花
信
風
」
は
、
小
寒
・
大
寒
・
立
春
・
雨
水
・
啓
蟄
・
春
分
・

清
明
・
穀
雨
の
初
候
・
中
候
・
末
候
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
く
花
の
た
よ
り
。「
花
の

王
」
と
称
さ
れ
る
牡
丹
は
「
穀
雨
初
候
」
の
花
に
配
さ
れ
る
。

　

漢
・
袁
康
の
『
越
絶
書
』
越
絶
外
伝
枕
中
に
「
穀
多
け
れ
ば
則
ち
兵
彊
し
」

と
い
う
。
穀
物
の
実
り
は
富
国
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
蓄
え
あ
っ
て
こ
そ
強

兵
な
ら
し
む
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
説
で
あ
る
。

　
「
辟へ
き

穀
」
は
、
穀
物
を
食
べ
る
の
を
さ
け
る
意
。
神
仙
の
道
を
求
め
る
道
家

の
養
生
法
で
、『
史
記
』
留
侯
世
家
に
、「
穀
を
辟
け
道
引
し
身
を
軽
く
す
る

を
学
ぶ
」
と
見
え
て
い
る
。

　

ま
た
「
不
穀
」
は
、
王
や
諸
侯
の
へ
り
く
だ
っ
た
自
称
。

○ 

十
一
月
二
十
七
日

常
用
漢
字

漢
音

ジ

耳

呉
音

ニ

訓　

み
み

　
「
耳
」
は
、
人
間
の
み
み

0

0

の
形
に
か
た
ど
る
象
形
文
字
で
、
耳
の
状
態
や
そ

の
働
き
な
ど
に
関
す
る
漢
字
の
部
首
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
『
論
語
』
為
政
篇
に
、
有
名
な
「
六
十
に
し
て
耳
順し
た
が

う
」
の
句
が
あ
る
。

六
十
歳
に
な
っ
た
孔
子
は
、
人
が
言
う
こ
と
を
逆
ら
う
こ
と
な
く
素
直
に
聞

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
耳
順
」
は
転
じ
て
六
十
歳
を
い
う
。

　
「
耳
聞
は
目
見
に
如し

か
ず
」
は
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
意
で
、『
説

苑
』
政
理
篇
を
典
拠
と
す
る
語
。

　
「
耳
学
」
は
、
い
わ
ゆ
る
耳
学
問
、
た
だ
聞
き
覚
え
て
知
る
こ
と
。『
荀
子
』

勧
学
篇
に
は
、

　
　
　

小
人
の
学
や
、
耳
よ
り
入
り
て
、
口
よ
り
出
づ
。
口
耳
の
間
、
則
ち

　
　

四
寸
な
る
の
み
。

　

と
、
小
人
の
学
問
が
耳
か
ら
入
れ
て
口
か
ら
出
す
「
口
耳
の
学
」
で
、
浅

薄
で
未
消
化
な
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
『
荀
子
』
性
悪
篇
に
は
、

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
耳
目
の
欲
有
り
」
と
、
美
し
い
も
の
を
み
た
い
聞
き

た
い
と
い
う
欲
望
を
人
間
の
生
来
の
も
の
と
見
て
い
る
。

○ 

十
一
月
二
十
八
日

常
用
漢
字

呉
音

モ
ク

目

漢
音

ボ
ク

訓　

め
・
ま
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五
官
の
一
つ
で
あ
る
「
め
」
は
、
鼻
の
上
に
左
右
一
対
あ
っ
て
、
視
る
こ

と
を
つ
か
さ
ど
る
。「
目
」
の
字
は
、
横
長
の
め
を
描
い
て
そ
れ
を
タ
テ
に
し

た
象
形
文
字
。

　

中
国
古
代
、
黄
帝
の
臣
下
で
、
鳥
獣
の
足
跡
を
見
て
文
字
を
作
っ
た
と
い

う
蒼そ
う
け
つ頡
は
、
四
つ
の
目
を
も
っ
て
い
た
と
伝
承
さ
れ
る
。
そ
の
左
右
上
下
に

二
つ
ず
つ
あ
る
目
は
文
字
を
考
案
す
る
観
察
力
・
洞
察
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
解

さ
れ
る
。

　
「
目
論
」
は
、
他
者
の
欠
点
は
わ
か
っ
て
も
、
自
分
自
身
の
欠
点
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
。『
史
記
』
越
王
句
踐
世
家
の
「
目
は
豪ご
う
も
う毛
を
見
る
も
其
の
睫ま
つ
げ

を

見
ず
」
に
は
じ
ま
る
言
説
に
み
え
る
語
。「
豪
毛
」
は
、
毛
の
先
、
細
く
わ
ず

か
な
も
の
。「
睫
」
は
、
ま
つ
げ
。
微
細
な
も
の
ま
で
見
え
る
が
、
目
の
間
近

に
あ
る
ま
つ
げ

0

0

0

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
転
じ
て
い
う
。「
目
論
み
」

は
日
本
語
の
用
法
。「
目
論
見
」
は
あ
て
字
。

　

唐
・
王
之
渙
の
「
鸛
鵲
楼
に
登
る
」（
五
言
絶
句
）
に
「
千
里
の
目も
く

を
窮
め

ん
と
欲
し
て
、
更
に
上
る
一
層
の
楼
」
の
転
・
結
の
二
句
が
あ
る
。
は
る
か

に
広
が
る
眺
望
を
き
わ
め
つ
く
そ
う
と
す
る
思
い
を
巧
ま
ず
伝
え
る
。

○ 

十
一
月
二
十
九
日

常
用
漢
字

異
体
字

異
体
字

漢
音

カ
ン

鑑

鍳

鑒
呉
音

ケ
ン

訓　

か
ん
が
ミ
ル

　
「
監
」
は
、
水
か
が
み
に
上
か
ら
体
を
伏
せ
て
、
顔
を
う
つ
す
こ
と
を
あ
ら

わ
す
会
意
文
字
。
の
ち
に
水
か
が
み
に
代
わ
っ
て
、
青
銅
を
み
が
い
た
か
が

み
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
金
」
を
加
え
て
、「
鑑
」
の
字
が

使
わ
れ
た
。

　
「
鑑
」
は
、
姿
を
う
つ
し
だ
し
、「
亀
」
は
、
吉
凶
の
占
い
に
用
い
、
基
準

と
な
る
の
で
、「
亀
鑑
」
は
、
手
本
、
模
範
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
『
詩
経
』
大
雅
・
蕩
に
は
、「
殷い
ん
か
ん鑑
遠
か
ら
ず
、
夏
后
の
世
に
在
り
」
の
詩
句

が
あ
る
。
殷
の
人
が
戒
め
と
す
べ
き
鑑
（
手
本
）
は
、
遠
い
時
代
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
す
ぐ
前
の
夏
の
王
朝
が
桀け
つ

王
の
暴
政
の
た
め
に
滅
び
た
歴
史
に
あ

る
と
の
意
。
自
分
が
戒
め
る
べ
き
こ
と
は
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
教
え
て
い
る
。

　
『
荘
子
』
徳
充
符
篇
に
は
、「
鑑
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
塵
垢
止
ま
ら
ず
、
止
ま

れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
ら
ず
」
と
、
く
も
り
無
き
鏡
こ
そ
よ
く
物
を
照
ら
し
だ
す

こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
同
篇
に
、「
仲
尼
（
孔
子
）
曰
く
」
と
し
て
引
く

「
人　

流
水
に
鑑
み
る
莫な

く
、
止
水
に
鑑
み
る
」
と
の
言
は
、
静
止
し
た
水
に

正
し
い
姿
が
う
つ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○ 

十
一
月
三
十
日

常
用
漢
字

呉
音

キ
ョ
ウ
（
キ
ャ
ウ
）

鏡

漢
音

ケ
イ

訓　

か
が
み

　
「
鏡
」
は
、「
金
」
と
音
符
「
竟
」
と
か
ら
成
り
、
は
っ
き
り
う
つ
し
出
す

銅
製
の
か
が
み
を
あ
ら
わ
す
。

　

か
が
み
に
映
っ
た
花
を
「
鏡
花
」
と
い
う
。
水
に
映
っ
た
月
を
意
味
す
る

「
水
月
」
と
と
も
に
、
目
に
見
え
る
だ
け
で
手
に
は
取
れ
な
い
も
の
、
美
人
や

幻
に
た
と
え
る
。
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
小
説
家
泉
鏡
花
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
「
鏡
花
」
は
、
こ
の
「
鏡
花
水
月
」
の
語
に
因
ん
で
い
る
。

　

破
れ
た
鏡
を
「
破
鏡
」
と
い
う
。
陳
の
徐
徳
言
の
妻
で
あ
る
楽
昌
公
主
（
陳

の
後
主
叔
宝
の
妹
）
は
、
戦
乱
に
あ
っ
て
夫
と
別
れ
る
と
き
、
鏡
を
破こ
わ

し
て

そ
れ
ぞ
れ
半
分
を
持
ち
、
再
会
の
時
の
証
拠
の
品
と
し
た
。
国
亡
ん
で
楊
素
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に
娶
ら
れ
た
公
主
は
、
約
束
し
た
正
月
望
日
に
召
使
を
や
っ
て
半
鏡
を
売
り
、

果
し
て
そ
の
半
鏡
を
捜
し
出
し
た
徐
徳
言
の
詩
を
見
て
、
涕
泣
し
て
食
ら
わ

ず
、
事
情
を
知
っ
た
楊
素
は
、
徐
徳
言
を
召
し
だ
し
て
妻
を
還
し
た
。
こ
の

故
事
は
、
唐
の
孟
棨け

い

の
『
本
事
詩
』
所
載
。「
破
鏡
重
円
（
破
鏡　

重
ね
て
円ま
る

し
）」
と
簡
称
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
破
鏡
再
び
照
ら
さ
ず
」
と
も
い
っ
て
、
こ
れ
は
夫
婦
仲
の
元
に
戻

ら
な
い
こ
と
に
た
と
え
る
。

　

今
日
は
「
い
い
ミ
ラ
ー
」
で
、
鏡
の
日
。

〔
補
記
〕

　

本
「
漢
字
一
日
一
字
抄
」
は
、
以
下
の
通
り
分
載
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て

御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
〔
七
月
・
八
月
の
部
〕

　
　
『
早
稲
田
教
育
評
論
』
第
二
十
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
。

　
〔
九
月
の
部
〕

　
　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

　
〔
十
二
月
の
部
〕

　
　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

【
付
記
】

　

本
報
告
は
、
早
稲
田
大
学
教
育
総
合
研
究
所
二
〇
〇
八
〜
九
年
度
研
究
部

会
﹇
Ｂ
―
１
﹈「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る
教
育
方
法
の
検
討
」
の
報
告

の
一
部
で
あ
る
。
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